
エジプト国ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト 
プロジェクト業務完了報告書（メイン） 

第 5 章 工程実績 

 

5.1 SOP 活動における工程実績 

 

実施計画（PO3：2013 年 10 月）と比較した SOP 活動の工程実績は図、5-1 に示すとおりで

ある。 
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Action-2

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action-3

日程

活動

日程

活動

Action-4

日程

活動

日程

活動

Action-5

日程

活動

Action-6

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action-7

日程

活動

Action-8

日程

活動

Action-9

日程

活動

日程

活動

2014年

第3期

9-1 今後のSOP活動目標を策定する

9-2 ガルビーヤ県・ミヌフィア県のSOPの県内普及に係る今後の方針案・計画案を作成する

7-1

8-1

OJT研修でSOPを適用する

OJT研修で活動監視記録する

6-5

6-6 水質管理のSOP書類案を作成する

6-1

6-2

6-3

6-4

基本システム図を作成する（P&ID及び単線結線図）

現場状況調査する（C/P組織体制、トレーナー協力体制など）

水質管理調査をする

4-1

4-2

シャルキーヤ県のSOP書類の有効性及び評価に関する検討をする

問題点の抽出する

5-1 SHAPWASCO向け新規SOP書類の整備する

必要に応じてSHAPWASCOのSOPを更新・作成する

3-1

2-2

2-3

3-2

GHAPWASCO及びMCWWの本部SOPメンバーを編成する

SOPモデル施設チームを編成する

1-1

項目

1-2 水質試験室運転管理に関しての表流水浄水場及び鉄マンガンの基礎データ収集する

2-1

2-4

ロングリストを整理する

モデル施設選定について検討する

ショートリストの整理及び基礎調査を実施する

SOP活動の達成度をモニタリングする

SOPの県内普及に係る今後の方針案・計画案を作成する

ガルビーヤ県・ミヌフィア県にSOP本部チームを編成する

シャルキーヤ県の施設においてSOP作成・適用に関する研修を行う

ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設を3ヵ所選定する

表流水浄水場、鉄マンガン及び井戸施設の既存状況調査する

標準運転記録用紙を作成する

OJTの実施により、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設におけるSOP運用を支援する

実施研修及び運転維持管理のSOP書類案を作成する

SHAPWASCOのSOPを基にガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において、SOP運用に係るOJTを実施する

第1期 第2期

2011年 2013年2012年

ガルビーヤ県・ミヌフィア県の上水道施設の現状を調査する

詳細調査を実施する

図 5-1  SOP 活動の実施計画及び工程実績図 5 1  SOP 活動の実施計画及び工程実績

注：ベースは PO3 である。 
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5.2 NRW 削減活動における工程実績 

 
実施計画（PO3：2013 年 10 月）と比較した NRW 削減活動の工程実績は、図 5-2 に示すとお

りである。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action 7

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action 8

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action 9

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action 11

日程

活動   : Model Area-1

日程   : Model Area-2

活動   : Model Area-3

項目

2011年 2012年 2013年 2014年

第1期 第2期 第3期

Action 1 ガルビーヤ県、ミヌフィア県のNRW現況把握をする

Action 2 NRW削減チームを編成する

Action 3 ガルビーヤ県、ミヌフィア県のモデル地区を3箇所選定する

Action 4 NRW削減の一般研修を実施する

Action 5 シャルキーヤ県のトレーニングヤードで研修を実施する

Action 6 ガルビーヤ県、ミヌフィア県のモデル地区におけるGIS図を整

備する

修繕前のモデル地区の配水量分析を実施する

Action 7-1 パイロット地区の夜間最少流量調査を実施する

Action 7-2 各モデル地区のパイロット地区の選定する

Action 7-3 配水管網の実態調査を実施する

Action 7-4 流入流量調査を実施する

Action 7-5 水道メータ誤差および不感測定をする

Action 7-6 修繕前の配水量分析を実施する

Action 10 シャルキーヤ県の配水管理のモデル地区についての研修を実
施する

モデル地区の漏水調査を実施する

Action 8-1 モデル地区の漏水調査を実施する

Action 8-2 漏水箇所の修繕する

Action 8-3 水道メータ状況改善をする

NRW削減技術の県内普及に係る今後の方針案・計画案を作

成する

   Action 11-1 NRW削減技術の県内普及に係る今後の方針案・計画案を作

成する

   Action 11-2 NRW削減技術の県内普及に係る今後の方針案・計画案を実

施する

修繕後の配水量分析を実施する

Action 9-1 流入流量調査を実施する

Action 9-2 修繕後の配水量分析の評価を実施する

図 5-2  NRW 削減活動の実施計画及び工程実績 

注：ベースは PO3 である。 
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5.3 WDM 活動における工程実績 

 

実施計画（PO3：2013 年 10 月）と比較した WDM 活動の工程実績は、図 5-3 に示すとおり

である。
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日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

日程

活動

Action 4-3 SHAPWASCOによるチャンバ―建設をする

Action 4-4 JICA機材調達の手順を行う

Action 4-5 機材を設置する

Action 7-1 有効性及び効率性を評価する

Action 7-2 インタビュー調査

Action 6 配水管理のSOPを作成する

Action 7 配水管理の運用及びSOPの評価をする

Action 5-1 井戸を運用する

Action 5-2 テレメトリーを通じて流量及び圧力を監視する

Action 5-4 データ解析をする

Action 5-3 データによる浄水場の配水ポンプを運用する

Action 3-11 本邦研修を実施する

Action 4 モデル地区の配水管理の機材設置をする

Action 5 システムを運用する

Action 4-1 配水管理モニタリングルームの用地を準備する

Action 4-2 通信システムを準備する

Action 3-8 ブロック化の水質、圧力、流量目標計画をする

Action 3-9 ブロック化の現状把握調査をする（乾季）

Action 3-10 ブロック化の水質、圧力、流量目標計画の検証をする

Action 3-6 機材仕様書を準備する（調達手順）

Action 3-7 機材計画の検証をする

項目

2011年

Action 1 配水管理の方法論の論議及び現況調査をする

   Action 1-1 WDMチームを編成する

2012年 2013年 2014年

第1期 第2期 第3期

2015年

Action 1-2 配水管理に関するデータ分析をする（流速、圧力、水質等）

Action 1-3 Rod El-Farag、南部Giza及びDakahliaシステムの評価調査

Action 1-4 SHAPWASCOの適切な配水管理システムの論議をする

パイロット地区を選定する

Action 3-4

Action 2 配水管理方法の研修を実施する

Action 2-1 配水管理方法の研修をする（目的、管理項目）

Action 2-2 配水管理方法の研修をする（機材、施設）

機材設置及び計画の概要を説明する

ブロック化を含めた機材設置の準備をする

Action 3 配水管理計画を策定する

Action 3-1 アクションプランの計画をする

Action 3-5

Action 3-2 パイロット地区の選定候補地を論議する

Action 3-3

図 5-3  WDM 活動の実施計画及び工程実績 図 5-3  WDM 活動の実施計画及び工程実績

注：ベースは PO3 である。 
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第 6 章 投入実績 

 
6.1 日本側投入 

6.1.1 JICA 専門家派遣実績 

JICA 専門家派遣実績は、表 6-1 から 6-4 に示すとおりである。 
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表 6-1  派遣実績（第 1 期：2011 年 4 月～2012 年 1 月） 

担当 氏名 所属

現地 日本
(5) (41) (29)

9  15 14 23 3 1
(30) (60) (16)

3 2 3 1 11 26
(65)

5 8
(4) (30) (45)

10  13 14 12 2 15
(45) (40)

3 17 23 1
(30) (10) (4) (3) (2)

1 30 5  14 26  29 3  5 26  27
(9) (1) (1)

16 24 8 19
(60)

3 1
(5) (15) (22) (30)

9  15 14  28 3 24 19 18
(39) (66) (15)

27 4 3 7  8 22
(46) (44)

20 4 13 26
(29) (22) (6)

7 31 4  8 29 7   12
(30)

14 12

28.99 0.97

報告書

：現地作業 ：国内作業

①：インセプションレポート （IC/R） ②：プロジェクト事業進捗報告書 （P/R1）

①
I/CR

②
P/R1

0.17

0.50

2.00 0.00

1.90

1.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

29.96

合計

2.83

2.00

2.23

3.50

3.00

0.00

水質管理

井戸モニタリング

配水管理（2）

YEC

合計
（人/月）

2.17

2.33

3.53

0.17

YEC

サイエッド・オス
マン・マドゥブリ

YEC
（補強）

YEC

0.132.50

YEC
（補強）

YEC

2012年2011年

第1期

6 74 9 1210 118

◎ YEC副総括/無収水削減計画 大 森 光 仁

YEC
（補強）

新 村 宏 樹

YEC

電機設備

業務調整/無収水削減計画補
助

飯 島 信 幸

梅 木 知 裕

5

◎

◎ 木 山 清

現
地
業
務
/
国
内
業
務

◎ 藤 井 克 巳

加 藤 篤 志

総括/上水道計画

山 田 賢 二

漏水探知技術

機械設備 長 尾 亮 治 0.00

YEC浄水システム 清 水 智 裕

YEC
（補強）

管網解析

1

武 内 正 博 YEC配水管理（1）

 
出典:JICA 専門家 
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表 6-2  派遣実績（第 2 期：2012 年 2 月～2013 年 3 月） 

担当 氏名 所属

現地 日本
(43) (30) (55) (45)

21 3 25 24 8 1 15 28
(66) (30) (30) (69)

16 20 2 31 26 24 27 3
(50) (110) (45)

10 30 26 13 15 28
(50) (30) (30) (45)

16 4 25 24 11 10 15 28
(46) (59)

14 30 2 29
(20) (10) (20) (15) (25)

12 2 2  11 28 17 27 11 17 10
(90)

14 11
(38)

5 12
(30) (30) (30) (20)

10 10 16 14 18 17 30 18
(45)

14 28
(30) (45)

29 27 4 17
(40) (30)

4 13 30 28

44.04 1.00

報告書

：現地作業 ：国内作業

③：プロジェクト事業進捗報告書 （P/R2）

③
P/R2

第2期

0.00

0.00

32 1 25 87

2012年 2013年

3

武 内 正 博

YEC
（補強）

YEC

新 村 宏 樹

配水管理（1）

山 田 賢 二

漏水探知技術

機械設備 長 尾 亮 治

YEC

◎ 木 山 清現
地

業
務

/国
内

業
務

◎ 藤 井 克 巳

加 藤 篤 志

総括/上水道計画

64

YEC
（補強）

YEC

浄水システム 清 水 智 裕

YEC
（補強）

管網解析

サイエッド・オスマ

ン ・ マ ド ゥ ブ リ

9 1210 11

業務調整/無収水削減計画

補助

飯 島 信 幸

梅 木 知 裕

YEC副総括/無収水削減計画 大 森 光 仁

YEC

◎

電機設備

◎

YEC

0.005.17

YEC
（補強）

YEC

水質管理

井戸モニタリング

配水管理（2）

YEC

合計
（人/月）

6.83

5.77

6.50

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

1.00

0.00

0.00

0.00

2.50

2.33

45.04

合計

3.50

3.00

3.00

1.27

2.67

1.50

 
出典:JICA 専門家 
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表 6-3  派遣実績（第 3 期：2013 年 4 月～2015 年 4 月）（1/2） 

担当 氏名 所属

(30) (20) (45)

24 22 20 8 28 13
(45) (15) (30)

24 7 15 29 7 8
(60)

6 4
(60) (30)

16 14 12 13

(28) (1.4)

1 28 1  2

(50) (20)

(16) (4) 9 28
(28) (1.4)

1 28 1  2
(30)

1 30
(35)

7 13

報告書

：現地作業 ：国内作業

④：プロジェクト事業進捗報告書 (P/R3)、⑤：プロジェクト業務完了報告書

5 876 9 12

2013年

武 内 正 博

YEC
（補強）

YEC

新 村 宏 樹

配水管理（1）

山 田 賢 二

漏水探知技術

機械設備 長 尾 亮 治

YEC

◎ 木 山 清現
地

業
務

/国
内

業
務

◎ 藤 井 克 巳

加 藤 篤 志

総括/上水道計画

YEC
（補強）

YEC

浄水システム 清 水 智 裕

YEC
（補強）

管網解析

サイエッド・オスマ

ン ・ マ ド ゥ ブ リ

YEC

10 11

業務調整/無収水削減計画

補助

飯 島 信 幸

梅 木 知 裕

YEC副総括/無収水削減計画 大 森 光 仁

4

YEC

◎

電機設備

◎

YEC
（補強）

YEC

水質管理

井戸モニタリング

配水管理（2）

YEC

2014年

第3期

1 2 3 4 5

 
出典:JICA 専門家 
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表 6-4  派遣実績（第 3 期：2013 年 4 月～2015 年 4 月）（2/2） 

担当 氏名 所属

現地 日本
(20) (30) (13) (27) (8)

14 2 17 16 8 20 13 8  9 17
(19) (5) (13) (3)

4 22 25  31 1  13 14 16
(13)

23 7
(15) (15) (5)

5 19 17  31 1  5

(30) (45)

4 2 23 8

25.69 0.94

⑤
F/R

報告書

：現地作業

④：プロジェクト事業進捗報告書 (P/R3)、⑤：プロジェクト業務完了報告書
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6.1.2 本邦研修員受入実績 

(1) 本邦研修の参加者 

本邦研修に参加した C/P メンバーは、表 6-5 に示すとおりである. 

表 6-5  カウンターパート本邦研修一覧 

研修員氏名 配置されてい

る分野 受入期間 研修コース名 研修内容及び受入機関 受入当時

の役職 

Dr. Salah Bayoumi 

Project 

Manager 2011/10/3
～

2011/10/12 

本邦研修 
｢マネジメント研修｣ 

研修内容： 
日本の上水道政策管理及び実例の習得 
受入機関： 
厚生労働省、東京都水道局、横浜市水道局、公
益社団法人日本水道協会、八千代エンジニヤリ
ング株式会社 

HCWW プ
ロジェク

ト・セクタ
ー長 

Mr. Ahmed 
Abdeen 

Project 

Co-Manager 2011/10/3
～

2011/10/12 

本邦研修 
｢マネジメント研修｣ 

研修内容： 
日本の上水道政策管理及び実例の習得 
受入機関： 
厚生労働省、東京都水道局、横浜市水道局、公
益社団法人日本水道協会、八千代エンジニヤリ
ング株式会社 

SHAPWAS
CO 総裁 

Mr. Ayman Abd El 
Kader 

Project 

Co-Manager 2011/10/3
～

2011/10/12 

本邦研修 
｢マネジメント研修｣ 

研修内容： 
日本の上水道政策管理及び実例の習得 
受入機関： 
厚生労働省、東京都水道局、横浜市水道局、公
益社団法人日本水道協会、八千代エンジニヤリ

ング株式会社 

GHAPWAS
CO 総裁 

Mr. Mohamed Abu 
El Khair 

Project 

Co-Manager 2011/10/3
～

2011/10/12 

本邦研修 
｢マネジメント研修｣ 

研修内容： 
日本の上水道政策管理及び実例の習得 
受入機関： 
厚生労働省、東京都水道局、横浜市水道局、公

益社団法人日本水道協会、八千代エンジニヤリ
ング株式会社 

MCWW 総
裁 

Mr. Wesam Abd 
El-Fattah 

HCWW SOP 2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
浄水施設運転管理技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局 

HCWW 
運転・保守
総括部 

Mr. Nagi Yousri GHAPWASCO 
SOP 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
浄水施設運転管理技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局 

GHAPWAS
CO 技術支

援部 

Mr. Ahmed 
Elsayed Rabie 

GHAPWASCO 
NRW 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
無収水削減・漏水調査の方法/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、フジテコム株式会社 

GHAPWAS
CO 上水道

施設運
転・保守部 

Mr. Mohamed 
Fathy Gaber MCWW SOP 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
浄水施設運転管理技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局 

MCWW 運
転・保守
局、浄水施

設部 

Mr. Mohamed 
Mostafa El Shafie MCWW NRW 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
無収水削減・漏水調査の方法/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、フジテコム株式会社 

MCWW 運
転・保守
局、管網部 

Mr. Ahmed Saeed SHAPWASCO 
SOP 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
浄水施設運転管理技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局 

SHAPWAS
CO SOP 部 

Mr. Saeed 
Mohamed Attia 

SHAPWASCO 
NRW 

2011/12/5
～

2011/12/15 

本邦研修 
｢SOP・NRW 研修｣ 

研修内容： 
無収水削減・漏水調査の方法/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、フジテコム株式会社 

SHAPWAS
CO 無収水
対策部 

Mr. Ahmed Maher 
El sayed Bhnsawy 

SHAPWASCO 
WDM 

2012/10/29
～

2012/11/8 

本邦研修 
｢WDM 研修｣ 

研修内容： 
配水管理方法の理解/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局、
横河電機株式会社 

SHAPWAS
CO 配水管
理チーム 

Mr. Mohamed Atef 
Abdelhamid Ali 

SHAPWASCO 
WDM 

2012/10/29
～

2012/11/8 

本邦研修 
｢WDM 研修｣ 

研修内容： 
配水管理方法の理解/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局、

横河電機株式会社 

SHAPWAS
CO 配水管
理チーム 

Mr. Abd Elreheem 
Mohamed Abd 

SHAPWASCO 
WDM 

2012/10/29
～

本邦研修 
｢WDM 研修｣ 

研修内容： 
配水管理方法の理解/技術の習得 

SHAPWAS
CO 配水管
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研修員氏名 配置されてい
る分野 受入期間 研修コース名 研修内容及び受入機関 受入当時

の役職 
Elreheem 2012/11/8 受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局、

横河電機株式会社 
理チーム 

Mr. Moustafa 
Ibrahim Attia El 
Sayed 

SHAPWASCO 
WDM 

2012/10/29
～

2012/11/8 

本邦研修 
｢WDM 研修｣ 

研修内容： 
配水管理方法の理解/技術の習得 
受入機関：横浜市水道局、さいたま市水道局、
横河電機株式会社 

SHAPWAS
CO 配水管
理チーム 

出典:JICA 専門家 
 
(2) マネジメント本邦研修：2011 年 10 月 3 日～12 日（第 1 期） 

1) 目的 

日本の上水道政策管理、事業者間連携、上水道事業者の運営維持管理方法の実例を学ぶことに

より、エジプト側上下水道公社のマネジメント能力を向上させることを目的とする。 

2) 研修工程 

この本邦研修は、2011 年 10 月 3 日から 12 日まで実施された。マネジメント本邦研修の研修生

は、C/P と JICA 専門家チーム内で検討及び調整を行い、HCWW プロジェクト・セクター長と 3
公社の総裁とした。日程は表 6-6 に示すとおりである。 

表 6-6  マネジメント本邦研修日程（第 1 期：2011 年 10 月 3 日～12 日） 

日付 午前 
午後 研修項目 研修場所 

2011 年 10 月 3 日 月 
午前 滞在ガイダンス JICA 東京 

午後 JICA 表敬、オリエンテーション JICA 本部 

2011 年 10 月 4 日 火 
午前 

IWA-ASPIRE ワークショップ「東京の水道事業の足跡と今後の国際展開」 東京国際フォーラム 
午後 

2011 年 10 月 5 日 水 
午前 講義：「日本の上水道施策・事業管理システム」 厚生労働省 

午後 講義：「日本水道協会の事業概要と日本国内における役割」 （社）日本水道協会 

2011 年 10 月 6 日 木 
午前 講義：「水道事業者のサービス向上」 

講義：「人的資源開発ための方策」 横浜市水道局 

午後 講義：「水道事業者間協力の現状および技術教育や保守操作能力向上」 横浜市水道局 

2011 年 10 月 7 日 金 午後 講義：「無収水の現状および無収水削減に係る取り組み・施策」 
講義：「効率性向上のための施策」 横浜市水道局 

2011 年 10 月 10 日 月 
午前 視察：「横浜水道の歴史および広報手法一例」 水道記念館 

午後 視察：「水資源管理および広報手法一例」 水とエネルギー館およ

び宮が瀬ダム関連施設 

2011 年 10 月 11 日 火 
午前 視察「浄水場内の太陽光発電施設」 西谷浄水場 

午後 講義・視察「浄水場の管理および標準運転手順書と現場の改善活動」 川井浄水場 

2011 年 10 月 12 日 水 午前 終了式 JICA 本部 

出典:JICA 専門家 
 

3) 研修成果 

C/P 本邦研修は 8 日間である。研修生は以下のコースで、上水道事業経営に関する知識を習得

した。 

 世界の水管理の開発と現状 
 水道事業サービスの技術移転 
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 O&M 技術教育の事業者間連携 
 無収水削減の実践及び政策 
 日本の浄水場管理及び SOP 現場の改善活動 

(2) SOP・NRW 本邦研修：2011 年 12 月 5 日～15 日（第 1 期） 

1) 目的 

日本の NRW 削減や給水施設の運営維持管理の状況及び実務を理解し、エジプトでの活動に利

用することを目的にする。 

2) 研修工程 

この本邦研修は、2011 年 12 月 5 日から 12 月 15 日まで実施された。SOP・NRW 本邦研修の研

修生は、C/P と JICA 専門家チーム内で検討及び調整を行い、HCWW 本部、SOP 本部チーム、NRW
本部チームから選抜した。日程は表 6-7、6-8 に示すとおりである。 

表 6-7  SOP 本邦研修日程（第 1 期：2011 年 12 月 5 日～15 日） 

日付 午前 
午後 研修項目 研修場所 

2011 年 12 月 5 日 月 
午前 ブリーフィング 

東京国際センター 
午後 プログラムオリエンテーション 

2011 年 12 月 6 日 火 

午前 講義：横浜水道概要 JICA 横浜 

午後 
講義：震災及び事故時の危機管理対応 

JICA 横浜 講義：住民啓発の手法概論（ツール及び情報公開内容の紹介、住民啓

発方法と情報公開の変遷） 

2011 年 12 月 7 日 水 
午前 講義：水運用や施設運転効率の概要（総合監視システム概要） 西谷浄水場 管理棟 

午後 
講義：路上計測設備による配水管網の管理・配水管端末説明 

西谷浄水場 管理棟 
視察：路上計測設備 

2011 年 12 月 8 日 木 

午前 講義：西谷浄水場概要 西谷浄水場 管理棟 2 

午後 
講義：浄水場運転維持管理の体制（浄水場の概要および管理体制） 

西谷浄水場 管理棟 

視察：浄水場運転管理状況 

2011 年 12 月 9 日 金 
午前 講義：浄水場運転管理マニュアルの紹介と運転維持データの管理方法 西谷浄水場 管理棟 

午後 講義：運転維持管理の標準手順書紹介（各運転維持管理標準手順書の
事例紹介） 西谷浄水場 管理棟 

2011 年 12 月 12 日 月 
午前 講義：さいたま水道の概要 さいたま市水道局 
午後 講義：井戸の更新計画 さいたま市水道局 

2011 年 12 月 13 日 火 
午前 講義：電気設備（井戸）の更新・水道用地の有効利用及び小水力発電・

水質モニター さいたま市水道局 

午後 視察：水道用地の有効利用&小水力発電・水質モニター 大宮配水場 

2011 年 12 月 14 日 水 
午前 講義：水運用（配水管理）・井戸の運転、保守、管理 東部配水場 

午後 視察：東部配水場内視察・地下水浄水場施設視察 南下新井配水場、東浦和
浄水場 

2011 年 12 月 15 日 木 午前 評価会/修了証書授与 東京国際センター 
出典:JICA 専門家 

 
表 6-8  NRW 本邦研修日程（第 1 期：2011 年 12 月 5 日～15 日） 

日付 午前 
午後 研修項目 研修場所 

2011 年 12 月 5 日 月 午前 ブリーフィング 
東京国際センター 

午後 プログラムオリエンテーション 

2011 年 12 月 6 日 火 
午前 講義：横浜水道概要 JICA 横浜 

午後 講義：震災及び事故時の危機管理対応 JICA 横浜 
講義：住民啓発の手法概論（ツール及び情報公開内容の紹介、住民啓
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日付 午前 
午後 研修項目 研修場所 

発方法と情報公開の変遷） 

2011 年 12 月７日 水 
午前 講義：顧客管理、顧客サービス、メーター検針、料金徴収方法、未納

対策 西谷浄水場 管理棟 

午後 
講義：路上計測設備による配水管網の管理・配水管端末説明 

西谷浄水場 管理棟 
視察：路上計測設備 

2011 年 12 月 8 日 木 

午前 講義：無収水の一般状況（無収水対策の取り組み、無収水率・漏水率
改善方法） 西谷分庁舎 

午後 
講義：漏水点検及び管路修理体制（チーム及び要員数、直営及び外部
委託状況、保有機器等） 西谷分庁舎 
意見交換：無収水対策 

2011 年 12 月 9 日 金 
午前 講義：配水ブロック管理及び経年管更新計画 西谷分庁舎 1 
午後 講義：管路情報の管理 西谷分庁舎 

2011 年 12 月 12 日 月 

午前 
講義：漏水の仕組み（漏水発生のメカニズム）、漏水音および探知方法

（周波数特性、漏水音の特徴、漏水音の例、漏水探知機器類の原理説
明） 

フジテコム株式会社 

午後 

実習：漏水探知実習-1（音調棒、デジタル音調棒による漏水探知の実
習） 
実習：漏水探知実習-2（漏水探知機器、ノイズ漏水探知機器による漏

水探知の実習） 

フジテコム株式会社 

2011 年 12 月 13 日 火 

午前 講義：相関式漏水探知器、ロガ型相関式漏水探知器の原理・仕組み フジテコム株式会社 

午後 

実習：漏水探知実習-3（相関式漏水探知器を使って漏水位置の特定の

実習） 
実習：漏水探知実習-4（ロガ型相関式漏水探知器を使って漏水位置の
特定の実習） 

フジテコム株式会社 

2011 年 12 月 14 日 水 

午前 講義：金属探知器、鉄管探知器、超音波流量計の原理、仕組み、漏水
探知訓練用施設と機材 フジテコム株式会社 

午後 

実習：漏水探知実習-5（金属探知器、鉄管探知器を使った管路探知実

習、超音波流量計を使った調査工法） 
講義：漏水探知訓練の方法や教えるときの要点、漏水探知技術を向上
させるための方策 

フジテコム株式会社 

2011 年 12 月 15 日 木 午前 評価会/修了証書授与 東京国際センター 
出典:JICA 専門家 

 
3) 研修成果 

研修生は、SOP 活動と NRW 削減活動に係る以下の技術を、横浜市水道局、さいたま市水道局、

フジテコム株式会社で習得した。 

- 上水道運営管理のための SOP 活用 
- 施設運転の安全及び効率的な管理 
- 水道料金及び料金徴収システム 
- 配水監視システム 
- 無収水対策の実施体制 
- 無収水削減の技術（漏水調査、漏水探知機器の操作、漏水修理作業等） 

 
(3) WDM 本邦研修：2012 年 10 月 29 日～11 月 8 日（第 2 期） 

1) 目的 

日本における上水道の配水監視システムの内容や技術を習得し、エジプトでの展開の参考にす

ることを目的にする。 

2) 研修工程 

この本邦研修は、2012 年 10 月 29 日から 11 月 9 日まで実施された。WDM 本邦研修の研修生は、

C/P と JICA 専門家チーム内で検討及び調整を行い、WDM 本部チームから選抜した。日程は表 6-9
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に示すとおりである。 

表 6-9  WDM 本邦研修日程（第 2 期：2012 年 10 月 29 日～11 月 8 日） 

日付 
午前        

午後 
研修内容 研修場所 

2012 年 10 月 29 日 月 

午前 講義：ブリーフィング JICA 横浜 

午後 
講義：プログラムオリエンテーション 
   （JICA、八千代 E、横浜市水道局の関係性の説明） 

JICA 横浜 

講義：プログラムオリエンテーション（研修日程説明） JICA 横浜 

2012 年 10 月 30 日 火 
午前 講義：横浜水道の概要 JICA 横浜 
午後 講義：水道施設の設備管理（水道設備維持管理概要）1 JICA 横浜 

2012 年 10 月 31 日 水 
午前 講義：水道施設の設備管理（水道設備維持管理概要）2 JICA 横浜 
午後 講義：水道施設図面管理 横浜市水道局西谷分庁舎 1F 

2012 年 11 月 1 日 木 

午前 
講義：西谷浄水場構内機械設備概要 西谷浄水場管理棟 2F 
見学：西谷浄水場内の視察 西谷浄水場 

午後 
講義：西谷浄水場構内電気設備概要 西谷浄水場管理棟 2F 
講義：西谷浄水場の概要 西谷浄水場管理棟 2F 
講義：水道施設の機械･電気設備保全業務 西谷浄水場管理棟 2F 

2012 年 11 月 2 日 金 

午前 

講義：水道施設における電気設備保全業務の実際 1 
   -職員による日常巡視点 

西谷浄水場管理棟 2F 

講義：水道施設における電気設備保全業務の実際 2   
-仏向ポンプ場の日常点検 

西谷浄水場管理棟 2F 

講義：水道施設における電気設備保全業務の実際 3 
   -仏向ポンプ場の日常点検 

西谷浄水場管理棟 2F 

午後 

講義：水道施設における電気設備保全業務の実際 4 
   -西谷ポンプ場の日常点検 

西谷浄水場管理棟 2F 

実習：水道施設における電気設備保全業務の実際 5 
   -仏向ポンプ場の点検実習 

西谷浄水場 

2012 年 11 月 5 日 月 

午前 講義：運用計画と管理･総合監視システム 西谷浄水場管理棟 2F 

午後 
実習：水運用実習（総合監視システム視察） 西谷浄水場管理棟 2F 
講義：路上計測設備の概要 西谷浄水場管理棟 2F 
見学：路上計測設備の視察 西谷浄水場管理棟 2F 

2012 年 11 月 6 日 火 
午前 講義：水運用（配水管理）、井戸の運転・保守・管理 東部配水場 
午後 見学：東部配水場、地下水浄水施設、東浦和浄水場 東部配水場 

2012 年 11 月 7 日 水 

午前 
講義：研修概要、横河電機の紹介 横河電機（株）本社 
講義：SCADA システムについて 1 横河電機（株）本社 

午後 

講義：SCADA システムについて 2 横河電機（株）本社 
講義：漏水管理について、質問・討議 横河電機（株）本社 
見学：グローバルレスポンスセンター 横河電機（株）本社 
見学：デモルーム 横河電機（株）本社 

2012 年 11 月 8 日 木 午前 
成果発表 JICA 横浜 
評価会/終了証書授与 JICA 横浜 

出典:JICA 専門家 
 

3) 研修結果 

4 名の研修生は、WDM 活動に係る以下の技術を、さいたま市水道局、横浜市水道局、横河電機

株式会社で習得した。 

- 配水管理・監視システムとその運用 
- 水道施設の運転管理方法 
- 井戸の運転管理・配水管理 
- 日本における SCADA システムと運用方法 
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6.1.3 ヨルダン水道庁とエジプト上下水道公社の情報交換 

(1) 目的と経緯 

ヨルダン国において、JICA 及びヨルダン水道庁（WAJ）は、2005 年から 2011 年に NRW 削減

における技術協力プロジェクトを実施した。ヨルダンでの NRW 削減プロジェクトは、給水管接

続（各戸接続）の技術訓練や配水管圧力低減が含まれ、本プロジェクトと異なるアプローチで実

施されている。エジプト側とヨルダン側の両方の経験は、お互いに参考となり、特に WAJ のため

に開発された給水管接続の請負業者認定制度は、エジプト上下水道公社全体にとっても有益であ

ると予想された。そのため、JICA 専門家が、WAJ の現場視察や WAJ と HCWW の情報交換を提

案し、JICA 及び WAJ が了解した。 

(2) 情報交換の内容 

情報交換の内容は下記のとおりである。 

- 両国の水供給システムの現状と課題 
- JICA 技術協力プロジェクト活動とその成果の紹介、及び JICA プロジェクトで得た技術

の活用方法 
- 給水管接続の請負業者認定制度、及びその研修制度を含めた WAJ の取り組み現場の視察 
- PPP を含む事業実施体制と浄水場や上水道関連施設の視察 
- 国レベル・県レベル・事業者トップマネジメント等の各段階での事業マネジメントに係

る意見交換 

情報交換を通じ、HCWW はエジプトでの給水管接続の請負業者認定制度の導入に興味を持った。

ヨルダン側でも新たな試みとして SOP の導入を検討している。 

(3) ヨルダン側の参加者及び日程 

情報交換の日程は表 6-10 に示すとおりである。 

表 6-10  ヨルダン水道庁とエジプト上下水道公社との情報交換 
日付 活動内容 

2012年10月14日 日 • 10:00: カイロ発、13:15:アンマン着 
• 16:00-17:00: JICAヨルダン事務所表敬訪問及び日程確認 

2012年10月15日 月 
WAJの研修センター視察 
• 09:00-13:00: 給水管接続のプレゼン 
• 13:30-14:30: 水道メーター作業場視察 

2012年10月16日 火 

10:00-10:30: WAJ表敬訪問 
13:30-15:00:情報交換及び活動のプレゼン 
• Eng.Waleed SukkarによるヨルダンでのJICAプロジェクトの発表  
• Eng. Malek Roushdehによる各戸接続工事の免許制度の発表 
• Dr. Salah BayoumiによるエジプトでのJICAプロジェクトの発表 
• 意見交換 

2012年10月17日 水 

現場視察. 
• 9:30-11:30: Zai浄水場 
• 12:00-14:00: Fuheisパイロットプロジェクト 

14:15-15:45: JICAヨルダン事務所報告 
16:00-16:30: Arab Countries Water Utilities Association表敬 

2012年10月18日 木 • 17:30: アンマン発, 18:00:カイロ着 
出典:JICA 専門家 
 
情報交換の参加者は、表 6-11 に示すとおりである。 
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表 6-11  ヨルダン水道庁とエジプト上下水道公社との情報交換の参加者 
氏名 所属 部所 

JICA ヨルダン事務所   
後藤 信二 JICA ヨルダン事務所 次長 
高田 健二 JICA ヨルダン事務所 所員 
Mr. Hani H. Al-Kurudi JICA ヨルダン事務所 プログラムオフィサー 

ヨルダン側   
Mr. Waleed A. Sukkar 水灌漑省 水灌漑大臣アドバイザー 
Mr. Malek Roushdeh ヨルダン水道庁 事務局長補佐 
Mr. Mohamed Al Awameieh ヨルダン水道庁 事務局長 アドバイザー 
Ms. Hanan Khouri ヨルダン水道庁 研修課長 
Mr. Firas Zriqat ヨルダン水道庁 研修センタートレーナー 
Mr. Mousa ヨルダン水道庁 水道メーター・エンジニア 
Mr. Haitham Al-Kilani Miyahuna ヨルダン水企業 品質課長 

（Zai 浄水場課長） 
エジプト側   

Dr. Salah Bayoumi HCWW プロジェクト・セクター長 
Mr. Shaker  Abdel-Fattah SHAPWASCO プロジェクト・技術サポートセクター

長 
Mr. Adel Attia GHAPWASCO 運転維持管理セクター長 
Mr. Ayman  Bassyouny 
Abdeen 

MCWW 運転維持管理セクター長 

藤井 克巳 JICA 専門家 総括/上水道計画 
Mr. Mohamed Nagi Gaber JICA 専門家 ファシリテーター 
出典:JICA 専門家 
 
6.1.4 供与機材実績 

(1) 機材 

NRW は、営業的損失と物理的損失に分けられ、物理的損失のほとんどは、給配水設備の漏水で

ある。そのため、漏水は、NRW 率を左右する主要な要素である。本プロジェクトでは、その漏水

を発見するための機材を導入した。 

SOP 活動を実施するためには、モデル施設の要所で流量や水位の計測が必要である。そのため、

モデル施設に必要な水位計及び超音波流量計を導入した。 

SHAPWASCO のパイロット地区では、水圧や流量の遠隔・連続監視を必要とする。そのため、

遠隔で配水状況を監視するために必要な機材を導入した。 

2011 年 4 月から 2015 年 4 月（第 1 期から第 3 期）における機材調達は、表 6-12 に示すとおり

行われた。 

表 6-12  SOP 活動・NRW 削減活動・WDM 活動のための機材調達 

No. 項 目 
数量 購入者 

購入先 購入時期 
SHAP GHAP MCWW JET JICA 

1 漏水探知器 - 3 3 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 
2 電子音聴棒 - 2 2 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 
3 音聴棒 - 4 4 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 
4 デジタル水圧計 - 3 3 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

5 埋設管探知器 - 2 2 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

6 金属探知器 - 1 1 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 
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No. 項 目 
数量 購入者 

購入先 購入時期 
SHAP GHAP MCWW JET JICA 

7 金属探知器（マグネチック式） - 1 1 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

8 振動発生装置 - 2 2 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

9 ハンマードリル - 2 2 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

10 ドリルビット - 8 8 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

11 ボーリングバー - 2 2 ✓  日本 2011 年 10 月 20 日 

12 井戸水位計 - 2 2 ✓  日本 2011 年 12 月 19 日 

13 発電機 - 2 2 ✓  エジプト 2011 年 10 月 20 日 

14 相関式漏水探知機 - 1 1  ✓ 日本 2012 年 2 月 21 日 

15 
超音波式流量計（ポータブル、

大口径） 
- 3 3  ✓ 日本 

2012 年 2 月 21 日 

16 
超音波式流量計（ポータブル、

標準口径） 
- 2 2  ✓ 日本 

2012 年 2 月 21 日 

17 ピックアップ - 1 1  ✓ エジプト 2012 年 7 月 26 日 

18 コピー及びファクス機 - 1 1  ✓ エジプト 2012 年 7 月 26 日 

19 デスクトップ型パソコン - 1 1  ✓ エジプト 2012 年 7 月 26 日 

20 ノートブック型パソコン - 2 2  ✓ エジプト 2012 年 7 月 26 日 

21 管網水理解析ソフト - 1 1  ✓ エジプト 2012 年 3 月 22 日 

22 定置形超音波流量計（SOP 用） - 1 1 ✓  日本 2012 年 7 月 2 日 

23 
定置形超音波流量計 
（地下設置小型センサタイプ） 

6 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

24 
定置形超音波流量計 
（地下設置大型センサタイプ） 

1 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

25 
定置形超音波流量計 
（屋内設置小型センサタイプ） 

7 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

26 
水圧測定装置 
（浄水場設置有線接続タイプ） 

2 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

27 
水圧測定装置 
（屋内設置テレメーター接続

タイプ） 
10 - -  

✓ 
日本 

2013 年 5 月 4 日 

28 
現場テレメーターシステム 
（屋外設置タイプ） 

17 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

29 
現場テレメーターシステム 
（屋内設置タイプ） 

7 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

30 中央監視システム 1 - -  ✓ 日本 2013 年 5 月 4 日 

31 漏水探知器 - 2 2 ✓  日本 2013 年 6 月 26 日 
注:SHAP:SHAPWASCO、GHAP:GHAPWASCO、JET:JICA 専門家チーム 
 

1) 漏水探知器 
漏水探知器は、路面から漏水箇所を探査するために使用された。2011 年 10 月（第 1 期）

にて各公社の NRW チームへ各 3 セット供与された。 

2) 電子音聴棒 
電子音聴棒は、仕切弁や消火栓に伝わる微小漏水音を発見するために使用された。 

3) 音聴棒 
音聴棒は、配水管や仕切弁や消火栓に伝わる漏水音を発見するために使用された。 
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4) デジタル水圧計 
デジタル水圧計は、継続的な圧力測定及びその測定値を記録するために使用された。 

5) 埋設管探知器 
埋設管探知器は、埋設された配管の位置と深さを調査するために使用された。 

6) 金属探知器 
金属探知器は、埋没したバルブボックスの位置を調査するために使用された。わかりやす

い反応が得られるが、探査深度がやや浅い。 

7) 金属探知器（マグネチック式） 
金属探知器（マグネチック式）は、埋没したバルブボックス及びバルブの位置を調査する

ために使用された。対象物が深い場合に効果を発揮する。 

8) 振動発生装置 
振動発生装置は、給水管を中心とした非金属管の埋設位置を調査するために使用された。

非金属の給水管に設置し、打撃音を発生させ、伝播させ、その音を路面上から調査する。 

9) ハンマードリル 
ハンマードリルは、アスファルトやコンクリート路面上に孔を開け、ボーリングバーや、

音聴棒を埋設配管上の漏水地点付近に挿入し、漏水確認調査をする穿孔作業に使用された。 

10) ドリルビット 
ドリルビットは、漏水確認調査とよばれる穿孔作業に用いるハンマードリルの「刃」であ

る。アスファルト、コンクリートの路面上にも孔を開けることができるが、刃先は数カ月に

一度交換が必要である。 

11) ボーリングバー 
ボーリングバーは、漏水確認調査の一部としてハンマードリルで開けた孔に挿入し、棒芯

部への漏水による「水」の付着を確認し、また音聴棒をさらに路面から挿入しやすくするた

めに使用された。 

12) 井戸水位計 
井戸水位計は、地下水位を計測する井戸モニタリングに使用された。 

13) 発電機 
発電機は、漏水確認調査用のハンマードリルを使用するための電源として使用された。 

14) 相関式漏水探知器 
相関式漏水探知器は、路面から音が確認しにくい場合の漏水調査方法の一つとして使用さ

れた。センサー2 点間への漏水音の到達時間差から漏水点への距離を算出するが、現地の埋

設管路状況により誤差が発生するケースもあり、相関式漏水探知器を使用し漏水点を絞り込

んだ後、1)の漏水探知器で再度路面から音聴し、漏水確認調査を実施する。  

15) 超音波流量計（ポータブル、大口径） 
超音波流量計（大口径）は、パイロット地区内の流入点と流出点に設置し、パイロット地

区内の流入量を計測するために使用された。地区内の消費水量と比較することにより、無収
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水量が算定できる。 

16) 超音波流量計（ポータブル、標準口径） 
超音波流量計（標準口径）は、上記 15)と同様である。 

17) 車両（ピックアップ） 
車両（ピックアップ）は、SOP チームおよび NRW チームの調査現場への移動、現場への

機材の搬入に使用された。 

18) コピー及びファックス機 
コピー及びファックス機は、プロジェクトに必要な書類を準備するために使用された。 

19) デスクトップ型パソコン 
デスクトップパソコンは、データベースの構築、および水理解析に使用された。 

20) ノートブック型パソコン 
ノートブック型パソコンは、流量・水圧データ解析、各種記録管理及び必要書類を準備す

るために使用された。 

21) 管網水理解析ソフト（Water Cad） 
管網水理解析ソフト（Water Cad）は、適切な管径と圧力を検討するための管網水理解析に

使用された。 

22) 設置型超音波流量計（SOP 活動用） 
設置型超音波流量計は、SOP 活動の浄水量ならびに配水量データのモニタリングに使用さ

れた。 

23) 定置形超音波流量計（地下設置小型センサタイプ） 
定置型超音波流量計（地下設置小型センサタイプ）は、WDM 活動における配水管の水量

モニタリングに使用された。 

24) 定置形超音波流量計（地下設置大型センサタイプ） 
定置型超音波流量計（地下設置大型センサタイプ）は、上記 24 と同様である。 

25) 定置形超音波流量計（屋内設置小型センサタイプ） 
定置型超音波流量計（屋内設置小型センサタイプ）は、WDM 活動の井戸の水量モニタリ

ングに使用された。 

26) 水圧測定装置（浄水場設置有線接続タイプ） 
水圧測定装置（浄水場設置有線接続タイプ）は、WDM 活動の浄水場内の水圧モニタリン

グに使用された。 

27) 水圧測定装置（屋内設置テレメーター接続タイプ） 
水圧測定装置（屋内設置テレメーター接続タイプ）は、WDM 活動の配水管網の水圧モニ

タリングに使用された。 

28) 現場テレメーターシステム（屋外設置タイプ） 
現場テレメーターシステムは、配水管網近くに設置し、中央監視システムへ流量・水圧デ
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ータを送信するために使用された。WDM 活動のモニタリングで使用された。 

29) 現場テレメーターシステム（屋内設置タイプ） 
上記 29)と同様であるが、屋内に設置するタイプである。 

30) 中央監視システム 
中央監視システムは、全ての WDM 用の流量計・水圧計のデータを受信し、スクリーンに

配水状況を表示するとともに、PC 内にデータを登録・管理するものである。WDM 活動のモ

ニタリングで使用された。 

31) 漏水探知器 
NRW 削減活動のさらなる普及をはかり、各支所での迅速な確認作業を促進するために、第

3 期にて上記 1)と同様の漏水探知器を調達し、各公社の NRW チームへ各 2 セットを追加供与

した。 

(2) 機材引渡し状況 

機材引渡し状況は、表 6-13 に示すとおりである。 

表 6-13  機材稼動状況 
購入時期 

（入手時期） 
機材名 メーカー 設置場所 

2011 年 10 月 20 日 漏水探知器 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 電子音聴棒 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 音聴棒 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 デジタル水圧計 Ashridge GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 埋設管探知器 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 金属探知器 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 金属探知器（マグネチック式） フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 振動発生装置 TOKYO RHYTHM GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 ハンマードリル 日立工機 GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 ドリルビット YUNIKA GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 ボーリングバー フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 12 月 19 日 発電機 HONDA GHAPWASCO、MCWW 
2011 年 10 月 20 日 井戸水位計 CTI ｻｲｴﾝｽｼｽﾃﾑ GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 2 月 21 日 相関式漏水探知器 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 2 月 21 日 ポータブル超音波式流量計（ポータブル、大口径） TOKYO KEIKI GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 2 月 21 日 ポータブル超音波式流量計（ポータブル、標準口径） TOKYO KEIKI GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 7 月 26 日 ピックアップ NISSAN GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 7 月 26 日 デスクトップ型パソコン HP GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 7 月 26 日 ノートブック型パソコン HP GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 7 月 26 日 コピー及びファクス機 Xerox GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 3 月 22 日 管網水理解析ソフト Bently GHAPWASCO、MCWW 
2012 年 7 月 2 日 定置形超音波流量計（SOP 用） Endress Hauser GHAPWASCO、MCWW 

2013 年 5 月 4 日 
定置形超音波流量計 
（地下設置小型センサタイプ） TOKYO KEIKI SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 
定置形超音波流量計 
（地下設置大型センサタイプ） TOKYO KEIKI SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 
定置形超音波流量計 
（屋内設置小型センサタイプ） TOKYO KEIKI SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 水圧測定装置 
（浄水場設置有線接続タイプ） 横河電機 SHAPWASCO 
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購入時期 
（入手時期） 

機材名 メーカー 設置場所 

2013 年 5 月 4 日 水圧測定装置 
（屋内設置テレメーター接続タイプ） 横河電機 SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 現場テレメーターシステム 
（屋外設置タイプ） 横河電機 SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 現場テレメーターシステム 
（屋内設置タイプ） 横河電機 SHAPWASCO 

2013 年 5 月 4 日 中央監視室システム 横河電機 SHAPWASCO 
2013 年 6 月 26 日 漏水探知器 フジテコム GHAPWASCO、MCWW 

出典:JICA 専門家 
 
6.1.4 JICA 専門家の現地業務費実績 

JICA 専門家の現地業務費実績は、表 6-14 に示すとおりである。 

表 6-14  JICA 専門家の現地業務費実績 
（単位： 円） 

費目 

第 1 期 
（2011 年 4 月

～2012 年 1 月）

（精算金額） 
①  

第 2 期 
（2012 年 2 月

～2013 年 3 月） 
（精算金額） 

②  

第 3 期 
（2013 年 4 月

～2015 年 4 月） 
（契約金額） 

③ 

合計 
（①＋②+③） 

1 一般業務費 9,728,000  21,677,813  40,433,000  71,838,979  
1.1 傭人費 6,888,754  13,964,285  30,693,000  51,546,039  
1.2 機材保守・管理費 0  0  117,000  117,000  
1.3 消耗品費 145,311  583,554  294,000  1,022,865  
1.4 旅費・交通費 0  0   0  
1.5 通信・運搬費 69,640  116,862  143,000  329,502  
1.6 資料等作成費 275,144  9,095  61,000  345,239  
1.7 借料損料 2,349,317  7,004,017  9,125,000  18,478,334  
1.8 光熱水料 0  0  0  0  
1.9 人材養成確保費 0  0  0  0  

1.10 施設・設備維持管理費 0  0  0  0  
1.11 現地研修費 0  0  0  0  
1.12 国内活動費 0  0  0  0  
1.13 国内再委託費 0  0  0  0  
1.14 雑費 0  0  0  0  

2 供与機材購入費 11,689,000  1,296,000  1,992,000  14,977,000  
3 供与機材輸送費 254,000  49,000  30,000  333,000  
4 携行機材購入費 0  0  0 0  
5 携行機材輸送費 0  0  25,000  25,000  
6 その他の機材購入費 0  0  0 0  
7 その他の機材輸送費 38,000  0  0 38,000  
8 報告書作成費（印刷製本費） 11,000  11,000  1,286,000  1,308,000  
9 報告書作成費（印刷製本を除く） 19,000  19,000  2,314,000  2,352,000  

10 ローカルコンサルタント契約 666,000  0  1,054,000  1,720,000  
11 ローカル NGO 契約 0  0  0  0  
12 工事費 0  0  0  0  
13 会議費 0  0  0  0  
14 契約に含まれる保険料 0  0  0  0  
15 契約に含まれる国別研修 1,837,000 896,000 0 2,733,000  

合計 24,242,000  23,948,000  47,134,000  95,324,000  
出典:JICA 専門家 
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6.2 エジプト側投入 
 

6.2.1 エジプト国負担実績 

エジプト国側の負担事項は、表 6-15 に示すとおりである。 

表 6-15  エジプト国負担実績 
（単位：エジプトポンド） 

各公社 費目 数量 合計 

SHAPWASCO 

WDM 

WDM 機材の設置に必要な流量計チャンバーの建設 13 265,100.00 
中央監視棟の建設 1 950,000.00 
無線ルーター間の相互通信に必要なインターネット環境の整備 25 33,750.00 
電源供給に必要な機材の整備 1 4,500.00 
受電設備の設置（メーター及び電柱の設置） 1 5,000.00 
WDM 機材の設置に必要な工事機材の購入 1 5,000.00 
機材の輸送費用 1 2,000.00 

合計 1,265,350.00 
GHAPWASCO 

SOP 

流量調節弁の調整 10 166,500.00 
流量調節弁付帯設備の調整（ろ過池水位計と PLC システムの調整） 10 140,000.00 
超音波流量計の較正 11 8,250.00 
塩素ボンベ計重器の購入 1 13,000.00 
ろ過池空洗流量計の購入 2 82,000.00 
表流水浄水場における流量計室の建設 1 17,000.00 
残留塩素濃度計の調整 1 23,000.00 
塩素ガス漏洩検知器の調整 1 14,000.00 
鉄・マンガン除去施設における塩素水注入用流量計の購入 2 3,000.00 
残留塩素濃度及びマンガン濃度測定用試薬の購入 2 2,000.00 
各モデル施設への PC 購入 2 11,000.00 
ろ過池洗浄ポンプ起動用真空ポンプの購入 1 22,000.00 
硫酸アルミニウム貯蔵槽液位計の設置 1 13,000.00 
Tanta 表流水浄水場向け超音波流量計の購入 4 96,000.00 

NRW 
NRW 機材の設置に必要な流量計チャンバーの建設 8 136,000.00 
音聴棒の購入 20 32,000.00 

Other 事務所維持費、燃料費、ワークショップ開催費等雑費用 ---- 10,000.00 
合計 788,750.00 

MCWW 

SOP 

計装機器の較正 
Gezy 鉄・マンガン除去施設     
電磁流量計 4 2,800.00 
超音波流量計 6 3,600.00 
pH 計 2 1,200.00 
濁度計 2 1,200.00 
残留塩素濃度計 1 700.00 
圧力スイッチ 2 1,200.00 
Mahalet El Sadat El Satheya 表流水浄水場     
原水用超音波流量計 1 700.00 
浄水用超音波流量計 1 700.00 
ろ過処理水用超音波流量計 0.88 9,800.00 
超音波レベル計（検出器） 0.94 9,000.00 
超音波レベル計（変換器） 6 3,600.00 
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各公社 費目 数量 合計 

レベルモニタリングパネル 0.94 9,000.00 
原水槽用レベルスイッチ（取水場） 1 600.00 
原水用流量計（取水場） 1 700.00 
残留塩素濃度計 1 700.00 
塩素注入機 1 900.00 
機材購入及び設置作業 
ろ過池逆洗用超音波流量計 1 54,595.00 
ろ過池空洗用流量計 8”（Mahalet El Sadat El Satheya 表流水浄水場） 2 79,780.00 
超音波レベル計 3 59,700.00 
塩素ボンベ計重器（自動計測） 3 51,000.00 
ろ過池空洗用流量計 2”（Gezy 鉄・マンガン除去施設） 1 41,000.00 
ろ過池空洗用流量計 3”（Gezy 鉄・マンガン除去施設） 1 41,500.00 
過マンガン酸カリウム用流量計（Gezy 鉄・マンガン除去施設） 1 4,100.00 
電磁流量計 1 27,500.00 
超音波流量計（Mahalet El Sadat El Satheya、Shebeen El Kom 及び

Minouf 表流水浄水場浄水場） 3 66,600.00 
圧力計（Kom Akhdar 井戸施設） 2 1,000.00 
塩素注入配管更新 3 6,000.00 
点検歩廊、堰板製作（Gezy 鉄・マンガン除去施設） 1 1,000.00 
ろ過砂充填 5m2（Gezy 鉄・マンガン除去施設） 5 1,800.00 
機材購入 
圧力計（0 to -10 mws） 4 2,600.00 
塩素ボンベ計重器（手動計測） 2 26,400.00 
電磁流量計 1 27,500.00 
圧力計（1） 42 23,520.00 
圧力計（2） 30 18,300.00 
水中ポンプ（25L/s.-60 m head） 1 42,500.00 
過マンガン酸カリウム注入ポンプ 1 7,500.00 
硫酸アルミニウム注入ポンプ 3 180,000.00 
1/2” バルブ類 40 1,800.00 
塩素ボンベ計重器（手動計測、1ton） 1 2,550.00 
硫酸アルミニウム用ストレーナー 3 6,000.00 
運転記録印刷費 50 500.00 
P&ID、単線結線図等印刷費 100 500.00 

NRW 
NRW 機材の設置に必要な流量計チャンバーの建設 9 95,247.00 
音聴棒の購入 10 15,000.00 

Other 事務所維持費、燃料費、ワークショップ開催費等雑費用   15,000.00 
合計 946,892.00 

総合計 3,000,992.00 

出典:SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW 
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第 7 章 プロジェクトの実施上の工夫・教訓 

 
7.1 活動初期（準備期間）における工夫 

 
(1) JICA 専門家チームの編成 

本プロジェクトでは、シャルキーヤにおける先行技プロで醸成された技術を効率的かつ速や

かに GHAPWASCO 及び MCWW へ移転させることが重要視される。技術的に先行している

SHAPWASCO 職員が GHAPWASCO 及び MCWW の SOP・NRW 削減活動を先導する必要があ

る事から、先行技プロを通じて SHAPWASCO と信頼関係を築いた日本人団員を専門家チーム

に配員することで、SHAPWASCO 主導のトレーニングを円滑に展開できた。 

(2) ローカル専門家の動員 

C/P チームとの円滑なコミュニケーション、すなわち言葉の伝達だけではなく、背景を含め

た情報交換を促進するため、ローカル専門家を加えて、「JICA 専門家チーム」を構成した。ロ

ーカル専門家の動員により、次の効果が確認された。 

 エジプト国の上水道技術に係る問題や慣習に通じているため、改善すべき課題を現実的な

ものに整理できた。 
 C/P のもつ現地の技能や技術を、効果的にプロジェクト活動へ組み込むことができた。 
 日本の上水道技術を、現地の言語で、現地の技術と関連付けて説明する事ができた。 
 日本人専門家が不在の期間でも、C/P チームとの情報交換やプロジェクト活動への支援を

継続できた。 

 
7.2 活動実施期間における工夫 

 

(1) SHAPWASCO の貢献 

活動の初期段階において、プロジェクトの妥当性や有用性に対する C/P 機関の信頼を十分に

得ることは一般的に容易ではない。しかし、SHAPWASCO の支援による GHAPWASCO 及び

MCWW への十分な情報提供が C/P チームを安心させ、プロジェクトの円滑な開始に効果があ

った。また、ワークショップや公社間の技術的交流を通じた、先行技プロの経験や成果の紹介

が、C/P チームの活動意欲向上へつながった。 

(2) ステアリング・コミッティ及びプロジェクトチーム会議の開催 

本プロジェクトの基本方針である「公社間の連携を通じた技術・経験の移転」を円滑に進め

るため、合同調整委員会（JCC）に加え、ステアリング・コミッティ（SC）及びプロジェクト

チーム会議（PTM）を定期的に開催した。SC は HCWW 代表、各県上下水道公社の総裁及び

JICA 専門家によって組織され、主にプロジェクト運営上の課題を協議する場である。PTM は、

活動情報の共有やチームのモチベーション向上を目的に、GHAPWASCO、MCWW のそれぞれ
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で、概ね 1 回/月の頻度で開催した。これらの会議は、C/P 活動を支援するものであり、プロジ

ェクトへの積極的関与を促すことになった。 

(3) C/P のイニシアチブ 

モデル施設・地区の選定は、JICA 専門家チームの選定基準に C/P チームの意見を加味して

実施した。JICA 専門家チームの施設選定基準は技術的要求事項が強く出たものであったが、

C/P チームの考える選定基準は、県内の開発政策を重んじるものであった。そこには、JICA 専

門家チームには考えが及ばない政治的・社会的配慮や将来の開発展開戦略が含まれており、モ

デル施設・地区の選定に欠かせない重要事項である。 

C/P チームの将来展望を本プロジェクトの活動に反映させることは非常に重要であり、C/P

チームの自主性や継続性を構築することにつながった。 

(4) 公社間の協力と競争 

GHAPWASCO 及び MCWW の 2 公社は、同時進行で同様のトレーニングプログラムを実施

した。また、先行技プロの経験を持つ SHAPWASCO を含む 3 公社は、ワークショップやミー

ティングを通じてプログラムの進捗や課題を共有し、プロジェクトや事後活動に反映させる取

り組みを行った。このような技術改善に係る情報交換は、公社間の協力関係構築を促した。ま

た、競争心を生むことにもつながり、プロジェクトの効率的展開へ寄与した。 

(5) TOT の実施（トレーニングプログラムの独自展開） 

本プロジェクトには、SHAPWASCO から GHAPWASCO 及び MCWW への技術移転が組み込

まれている。また、C/P 要員は、本部要員から支所要員への技術移転等、公社内での技術移転

を実施した。これらの技術移転経験は、将来、トレーナーとして活動する際に活用される。ま

た、トレーナーとしての経験が、C/P 要員の意識改革やモチベーション向上に寄与した。 

 SHAPWASCO の要員は、GHAPWASCO 及び MCWW の職員へ、SOP、NRW 削減、漏

水探知に係る訓練を提供した。これは、公社協力意識やモチベーション向上に寄与した。 

 GHAPWASCO 及び MCWW の C/P チームは、公社内部で、支所や各施設等の要員に対

する訓練を提供した。これは、訓練を提供した要員のモチベーションのみならず、支所

や各施設の要員の意識も向上させた。また、NRW チームは、SHAPWASCO のヒヒヤ・

トレーニングヤードを使って、支所要員へ漏水探知訓練を実施した。これは、新しい公

社間連携の一例になる。 

(6) 業務指標（PI）の見える化 

プロジェクトチームは、プロジェクト活動の評価のために、目に見える（数値で表示される）

業務指標（PI）を選定した。定期的に PI を成果として整理・評価することが、C/P チームのモ

チベーション向上につながった。また、PI があることが、HCWW や各公社の総裁への情報伝

達を促進させ、SOP・NRW 削減・WDM 活動に係る各公社総裁のコミットメントを引き出した。 

なお、選定した PIs は、表 7-1 のとおりである。 
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表 7-1 PIs の一覧 
区分 PI 備考 

SOP 有効水量率（%） 浄水過程の水量ロスを計測 
 単位薬品使用量（g/m3） 

 硫酸アルミニウム、液体塩素、 
次亜塩素酸カルシウム、過マンガン酸カリウム 

浄水量 1m3 当たりの薬品使用量を計測 

 単位電力消費量（kWh/ m3） 浄水量 1m3 当たりの電力使用量を計測 
NRW NRW 率（%） 配水量に対する NRW の比率を計測 
 NRW 削減率（%） 活動前後の NRW 率の改善度を計測 
WDM 低水圧発生率（%） 測定箇所数・測定時間の延べ数に占める、

低給水圧時間数の割合を計測 
 1,000 接続当たりの断水及び低水圧における苦情数 

（件数/1,000 接続） 
ホットラインに寄せられる苦情数を分析 

出典：プロジェクトチーム 

(7) モチベーション向上 

本プロジェクトでは、HCWW や各公社の総裁やトップ・マネジメント層の強いコミットメ

ントが成功に導いたと言える。しかし、以下の活動が、トップ・マネジメント層とともに C/P

要員のモチベーション向上に寄与した。 

 前述のように業務指標（PI）は、改善やコスト削減に関して、C/P 要員や各公社総裁の

モチベーション向上に寄与した。PI は、3 公社間の競争感を維持することにも貢献し、

改善活動を促進させた。 

 プロジェクトチームは、薬品・NRW 等の削減及び改善活動について、費用に換算して

評価した。費用換算は、活動成果をわかりやすく報告する手段である上、C/P 要員にと

っても改善認識のために最適な指標である。これにより、プロジェクトに係るモチベー

ションが向上した。 

 本邦研修やヨルダン水道庁との意見交換は、上水道事業の開発・改善の面で、C/P 要員

を刺激した。同刺激がモチベーション向上につながった。 

 公社間連携や他県への展開がプロジェクトに組み込まれているため、C/P 要員は、他県

職員をトレーニングする機会を持った（または、持つ予定である）。C/P 要員は、トレ

ーナーを務めることを誇りに感じ、それがモチベーションを向上させた。 
 

7.3 教訓 

 

(1) 水需要と原水水質の季節変動 

SOP チームは業務指標（PI）として、単位薬品消費量を設定して活動に取り組んだ。しかし、

原水水質の季節変動が薬品注入率に大きく作用したため、表流水浄水場で目標達成しない時期

が発生した。また、WDM チームも低水圧発生率と断水及び低水圧の苦情件数を PI として設定

したが、水需要の季節変動が影響したため、一定の PI 値を維持することが困難であった。 

例示した PI の年間平均値でプロジェクト評価することが理想的であるものの、プロジェク

ト期間が短期間の場合、十分なモニタリング期間を確保できない。したがって、PI を設定する
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際には、条件になる水質や需要の季節変動に十分に注意するとともに、十分なモニタリング期

間を確保する必要がある。 

(2) 電力事情 

2013 年から 2014 年に掛けて、エジプト全土で電力不足による断続的な停電が続いた。断続

的な停電は、上水道施設の運転に大きく影響（運転休止）を及ぼし、Zagazig 市でも、多くの

浄水・配水施設が頻繁に休止状態に見舞われた。この状況は、低水圧発生率と断水及び低水圧

の苦情件数に係る PI 達成に大きく影響を及ぼした。 

PI を設定する際、プロジェクトの関連インフラに影響を与える政治的／経済的条件を十分に

考慮する必要がある。 

(3) 機材調達 

WDM 活動の実施に当たり、配水監視システムに必要な機材（定置形超音波流量計、水圧測

定装置、現場テレメーターシステム、中央監視システム）が JICA から供与された。SHAPWASCO

は機材（ハードウェア）の据付に係る十分な知識と技能を持ち合わせているため、機材納入業

者の契約に据付工事を含まなかった。同業者の契約業務には、約 2 週間の据付方法・使用方法・

維持管理方法に係る指導（トレーニング）が規定されたものの、現場でシステムとして仕上げ

るという条項が契約に含まれなかった。その状況下、据付工事後にソフトウェアやシステム設

定の不具合が発生し、同業者の作業ではあるものの、その対応に多くの時間が費やされる結果

となった。 

この経験から、システムを構成する機材を調達する場合、据付工事（試運転調整含む）まで

を契約に含めることが推奨される。 

(4) 配水監視システムの効果 

4.3 項で述べるように、不十分な施設が配水管理の障害になっており、配水監視システムは

配水問題を根本的に解決するツールにならない。しかし、同監視システムは、需要に応じた配

水操作（浄水場や井戸のポンプ運転操作）を可能にし、配水状況の改善に効果があることが確

認された。配水状況の流量や水圧面での可視化は、浄水場や井戸のオペレーターの管理意識を

向上させるとともに、適切なポンプ操作面で C/P 要員を支援する。 
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第 8 章 プロジェクト評価 

 

8.1 中間レビュー 

 

8.1.1 中間レビューの目的 

中間レビューが 2012 年 11 月に以下の目的で実施された。 

 プロジェクト活動の実施状況及び成果状況を確認する 

 下記の 5 項目評価の観点から総合評価を実施する 

1) 妥当性、2) 有効性、3) 効率性、4) インパクト、5) 持続性 

 残りのプロジェクト期間中の活動について、更なる改善を提言する 

中間レビュー調査メンバー及び日程は、表 8-1 及び 8-2 に示すとおりである。 

表 8-1  中間レビュー調査メンバー 
氏名 担当分野 所属 

エジプト側   
Dr. Salah Bayoumi プロジェクト・セクター長 HCWW 

日本側   
大村 良樹 総括 国際協力専門員 
濱野 聡 協力企画 JICA 地球環境部水資源第一課 
岩瀬 信之 評価分析 コンサルタント 

出典:JICA 専門家 

 
表 8-2  中間レビュー調査日程表 

日付 活動 

2012 年 11 月 9 日 金 午前  
午後 東京発（岩瀬） 

2012 年 11 月 10 日 土 午前 カイロ着（岩瀬） 
午後 団内会議 

2012 年 11 月 11 日 日 午前 JICA エジプト事務所との協議 
午後 HCWW へ表敬・協議 

2012 年 11 月 12 日 月 午前 GHAPWASCO 総裁との協議 
午後 GHAPWASCO カウンターパートへのヒアリング 

2012 年 11 月 13 日 火 午前 MCWW 総裁との協議 
午後 MCWW カウンターパートへのヒアリング 

2012 年 11 月 14 日 水 
午前 SHAPWASCO ワークショップ 

午後 SHAPWASCO 現場視察 
SHAPWASCO 総裁との協議 

2012 年 11 月 15 日 木 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2012 年 11 月 16 日 金 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2012 年 11 月 17 日 土 
午前 資料整理/JICA 専門家へのヒアリング 

午後 資料整理/JICA 専門家へのヒアリング 
東京発（大村、濱野） 

2012 年 11 月 18 日 日 午前 HCWW との協議 
カイロ着（大村、濱野） 
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日付 活動 

午後 JICA エジプト事務所との協議 
団内協議 

2012 年 11 月 19 日 月 午前 MCWW 総裁及びカウンターパートとの協議 
午後 MCWW 現場視察 

2012 年 11 月 20 日 火 午前 GHAPWASCO 総裁及びカウンターパートとの協議 
午後 GHAPWASCO 現場視察 

2012 年 11 月 21 日 水 午前 SHAPWASCO 総裁及びカウンターパートとの協議 
午後 団内協議 

2012 年 11 月 22 日 木 午前 公開セミナー（タンタ） 
午後 団内協議 

2012 年 11 月 23 日 金 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2012 年 11 月 24 日 土 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2012 年 11 月 25 日 日 午前 HCWW との MD 協議・報告 
午後 団内協議 

2012 年 11 月 26 日 月 午前 JCC（カイロ） 
午後 JCC（カイロ） 

2012 年 11 月 27 日 火 午前 エジプト大使館表敬 
午後 カイロ発 

出典:JICA 専門家 

 

8.1.2 中間レビューの結果 

中間レビューの結果を添付-7 に示す。同結果の要約は、下記のとおりである。 

(1) 評価結果 

 本プロジェクトでは、プロジェクト活動に多少の遅れが見られるものの、上水道施設

の運営維持管理能力の強化が認められる。 

 本プロジェクトの妥当性は「非常に高い」と評価された。 

 本プロジェクトの有効性は「中程度」と評価された。 

 本プロジェクトの効率性は「比較的高い」と評価された。 

 本プロジェクトのインパクトは「不透明な部分が多いが、3 公社において能力強化が

行われ、モデル地区・施設での成果が 3 県に波及すれば、上位目標達成の見込みが十

分にあると判断する」と評価された。 

 本プロジェクトの持続性は「比較的高いものの、現時点では不透明である。」と評価

された。 

(2) 提言と教訓 

 プロジェクトチームは、業務指標（PI）の目標を可能な限り早く設定すべきである。 

 GHAPWASCO と MCWW は正式に専任（フルタイム）のプロジェクト・ユニットを

設置すべきである。 

 NOPWASD と上下水道公社の関係を強化し、維持管理からの施設設計へのフィードバ

ックや施設移管時に必要な情報を明確にする必要がある。これにより、SOP 活動の効

率性と有効性が高まり、施設設計の改善につながる。 
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 ナイルデルタ地域全体へ普及するために、制度的・体制的な改善が必要である。 

 普及活動のために、機器調達や施設のリハビリ必要な予算や人的資源の確保が必要で

ある。 

 

8.2 終了時評価 

 

8.2.1 終了時評価の目的 

終了時評価が 2014 年 2 月に以下の目的で実施された。 

 プロジェクト活動の実施状況・成果状況を確認する 

 下記の 5 項目評価の観点から総合評価を実施する 

1) 妥当性、2) 有効性、3) 効率性、4) インパクト、5) 持続性 

 残りのプロジェクト期間中の活動について、更なる改善を提言する 

終了時評価調査メンバー及び日程は、表 8-3 及び 8-4 に示すとおりである。 

表 8-3  終了時評価調査チームメンバー 
氏名 担当分野 所属 

エジプト側   
Dr. Rifaat Abdel Wahaab 研究開発セクター長 HCWW 

日本側   
大村 良樹 総括 国際協力専門員 
福島 桃 協力企画 JICA 地球環境部水資源部水資源第一課 
吉永 恵実 評価分析 コンサルタント 

出典:JICA 専門家 

 
表 8-4  終了時評価調査日程表 

日付 活動 

2014 年 2 月 12 日 水 午前  
午後 東京発（吉永） 

2014 年 2 月 13 日 木 午前 カイロ着（吉永） 
午後 JICA エジプト事務所との協議 

2014 年 2 月 14 日 金 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2014 年 2 月 15 日 土 午前 GHAPWASCO の Samanoud 浄水場の SOP メンバーへのヒアリング
と現場視察 

午後 JICA 専門家とスタッフへのヒアリング 

2014 年 2 月 16 日 日 午前 GHAPWASCO の Santa 地区の NRW メンバーへのヒアリングと現場
視察 

午後 IWSP へのヒアリング、GHAPWASCO 総裁へのヒアリング 

2014 年 2 月 17 日 月 午前 MCWW 総裁へのヒアリング、SOP 及び NRW メンバーへのヒアリ
ング 

午後 MCWW の Shebeen 地区の SOP 現場視察 

2014 年 2 月 18 日 火 午前 SHAPWASCO 総裁へのヒアリング、WDM メンバーへのヒアリング 
午後 WDM 活動の現場視察 

2014 年 2 月 19 日 水 午前 GHAPWASCO の Mahalet Marhoom 鉄・マンガン除去施設の視察 
午後 MCWW の Barket El Sab'a 地区の NRW 現場視察 

2014 年 2 月 20 日 木 午前 資料整理 
午後 資料整理 
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日付 活動 

2014 年 2 月 21 日 金 午前 資料整理 
午後 資料整理、東京発（大村、福島） 

2014 年 2 月 22 日 土 午前 資料整理、カイロ着（大村、福島） 
午後 団内協議 

2014 年 2 月 23 日 日 午前 HCWW 表敬・協議 
午後 GIZ へのヒアリング 

2014 年 2 月 24 日 月 午前 SHAPWASCO の中央監視システム視察、SHAPWASCO 総裁及び
WDM メンバーへのヒアリング 午後 

2014 年 2 月 25 日 火 午前 NRW 現場視察 
午後 Zefta 浄水場現場視察及び SOP メンバーへのヒアリング 

2014 年 2 月 26 日 水 午前 団内会議 
午後 HCWW との協議 

2014 年 2 月 27 日 木 午前 MCWW の Sadat 浄水場現場視察 
午後 MCWW の Gezy 鉄・マンガン除去施設の現場視察 

2014 年 2 月 28 日 金 午前 団内会議 
午後 資料整理 

2014 年 3 月 1 日 土 午前 資料整理 
午後 資料整理 

2014 年 3 月 2 日 日 午前 JCC 
午後 

2014 年 3 月 3 日 月 午前 JICA エジプト事務所との協議 
午後 エジプト大使館表敬、カイロ発（大村、福島、吉永） 

出典:JICA 専門家 

 

8.2.2 終了時評価の結果 

終了時評価の結果を添付-8 に示す。同結果の要約は、下記のとおりである。 

(1) 評価結果 

 本プロジェクトの実施体制はよく機能しており、全体的に重要な意思決定や情報が

C/P 内で共有されている。 

 本プロジェクトの妥当性は「高い」と評価された。 

 本プロジェクトの有効性は「比較的高い」と評価された。 

 本プロジェクトの効率性は「比較的高い」と評価された。 

 本プロジェクトのインパクトは「高い」と評価された。 

 本プロジェクトの持続性は「比較的高い」と評価された。 

(2) 提言と教訓 

本プロジェクトが終了するまでに実施すべき活動の提案 

1) JICA は、成果 4（WDM 活動）の効果発現のため、プロジェクト期間を延長することが

望ましい。 

2) 本プロジェクトの期間中に実施した NRW 及び SOP 活動の経済効果を取り纏め、エジ

プト側関係者と共有すること。 
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3) 本プロジェクトの期間中に確認された施設設計の問題点を取り纏め、エジプト側関係

者に共有すること。 

本プロジェクト終了後にエジプト側で継続すべき活動の提案 

1) HCWW は、浄水施設の維持管理者側から見た施設設計に対する意見を、浄水施設の

設計と建設監督を担当する NOPWASD 関係者と共有すること。また NOPWASD 関係

者を本プロジェクトのモデル施設に招待するなどの機会を設け、設計側と維持管理

側の具体的な情報交換の促進に務めること。 

2) GHAPWASCO 及び MCWW は、プロジェクトの成果を維持・普及させるため、以下

を実施すること。 

a)  NRW 対策について、策定済みの 5 ヵ年計画を確実に実施すること。また円滑な計

画実施に向け、以下の措置をとること。 

• 現在の NRW 削減活動実施体制を維持し、県内支所との更なる連携強化に務

める。 
• NRW 削減活動に必要な車両および作業に必要な資機材を確保する。 

    b)  SOP について、策定済みの展開計画を確実に実施すること。また円滑な計画実施

に向け、以下を実施すること。 

• 浄水場および鉄・マンガン除去施設の運転維持管理に必要なスペアパーツの

購入すること。 

• 計装機器の較正すること。 

3) スーパーゴールの達成に向け、GHAPWASCO、MCWW、SHAPWASCO は県内での

普及活動完了後、県外への成果普及にも務めること。 

4) GHAPWASCO、MCWW は、職員の技術の維持と更なる意識向上を図るため、プロ

ジェクトで得た経験・成果を積極的に発信すること。その方法として、本プロジェ

クトで構築した公社間の協力関係を活用し、技術者レベルの経験共有を図るセミナ

ーを主催することなどが考えられる。 

5) 適切な水量の計測と水道料金徴収率の向上に向け、HCWW、GHAPWASCO、MCWW、

SHAPWASCO は、定期的なメータ交換の必要性に対する水道利用者の意識向上に努

め、交換を促進する具体的な支援策を検討すること。またメータの維持管理と定期

的交換の確実な実施に向け、HCWW は、メータを含む家庭への接続を、利用者では

なく上下水道公社の保有とすることを検討すること。 

6) 成果 4 の効果を確認した上で、SHAPWASCO は、プロジェクト対象外の県内配水施

設に対し、活動の普及を図ること。その際は遠隔モニタリングの機材の普及だけで

なく、モニタリングを通じて判明した問題に対応する技術の普及も実施すること。

遠隔モニタリングを通じて収集した正確なデータを元に、SHAPWASCO は Zagazig

内の配水管理の現況を分析し、低水圧や断続給水といった問題の解決策を確立する

こと。 
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7) SHAPWASCO は、本プロジェクトから供与を受けた遠隔モニタリングシステムの適

切な維持管理を行うこと。その具体的な措置として、同システムの製造業者とメン

テナンス契約を結び、同業者との協力でソフトウェアに生じる不具合やアップグレ

ードに適切に対処する。また、上記メンテナンス契約で対応ができない機材の不具

合に対応するための予算を確保する。 

 

8.3 終了時評価（延長期間） 

 

8.3.1 終了時評価（延長期間）の目的 

政変及び機材・ソフトウェアの調整不備の影響を受けたため、本プロジェクトの配水管理活

動（WDM 活動）の実施期間が、13 ヶ月間延長された。JICA は、終了時評価を 2014 年 2 月か

ら 3 月に実施したが、活動遅延していた WDM を最終評価対象から除外した（参考情報分析と

提言に留めた）。 

JICA は、2015 年 3 月から 4 月に改めて終了時評価（延長期間）を実施し、WDM 活動の評

価とプロジェクト成果の情報更新を実施した。 

終了時評価調査（延長期間）のメンバー及び日程を表 8-5 及び 8-6 に示す。 

表 8-5  終了時評価調査（延長期間）チームメンバー 
氏名 担当分野 所属 

日本側   
大村 良樹 総括 国際協力専門員 

柏原 友子 評価分析 JICA 地球環境部水資源・防災グループ水

資源第一チーム 
出典:JICA 専門家 

 
表 8-6  終了時評価調査（延長期間）日程表 

日付 活動 

2015 年 3 月 28 日 土 午前 カイロ着（大村、柏原） 
午後 団内会議 

2015 年 3 月 29 日 日 午前 団内会議 
午後 HCWW 表敬・協議 

2015 年 3 月 30 日 月 午前 SHAPWASCO の WDM 施設・機材の視察 
午後 SHAPWASCO の WDM メンバーへのヒアリング 

2015 年 3 月 31 日 火 午前 資料整理 
午後 団内会議 

2015 年 4 月 1 日 水 午前 HCWW への MD 協議・報告 
午後 JCC 

2015 年 4 月 2 日 木 午前 資料整理 
午後 JICA エジプト事務所報告、カイロ発（大村、柏原） 

出典:JICA 専門家 

 

8.3.2 終了時評価（延長期間）の結果 

終了時評価（延長期間）の結果を添付-9 に示す。評価の要約は、下記のとおりである。 
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(1) 評価結果 

 本プロジェクトは、3 公社の上水道施設の運営維持管理の改善を観点で、SOP を基礎

にした運転・維持管理、NRW の削減、配水管理（WDM）に係る情報やスキルを提供

した。 

 C/P メンバーがプロジェクト活動に積極的に取り組んでいること、エジプト国の既存

技術を活用しながら効率を高める努力をしていることが観察された。 

 本プロジェクトの妥当性は「高い」と評価された。 

 本プロジェクトの有効性は「比較的高い」と評価された。 

 本プロジェクトの効率性は「中程度」と評価された。 

 本プロジェクトのインパクトは「高い」と評価された。 

 本プロジェクトの持続性は「比較的高い」と評価された。 

(2) 提言 

本プロジェクト終了後にエジプト側で実施すべき活動の提言 
2014 年 2 月の終了時評価調査から追加及び修正された提言は下記のとおりである。 

SHAPWASCO は、プロジェクトの成果を維持・普及させるため、以下の項目を実施するべき

である。 

1) 本プロジェクトから供与された遠隔モニタリングシステムの適切な維持管理を行う

こと。その具体的な措置として、同システムの製造業者とメンテナンス契約を結び、

同業者との協力でソフトウェアに生じる不具合やアップグレードに適切に対処する。

また、上記メンテナンス契約で対応ができない機材の不具合に対応するための予算を

確保する。 

2) 現在計画されている WDM チームの人員増員を確実に実施し、新たなスタッフに対す

る研修を行うこと。また、現在実施されている井戸オペレーターへの研修及び指導を

継続すること。 

3) WDM に基づく配水へ改善すること。WDM にかかる SHAPWASCO 及び HCWW の経

営層への定期報告（現在 2 か月毎）を継続すること。正確なデータ取得と分析を継続

し、その上で低水圧や断続給水といった問題の解決を図ること。 

4) WDM 活動を県内に普及すること。その際は、遠隔モニタリングの機材の普及だけで

なく、モニタリングを通じて判明した問題への対応も実施すること。 

 
本プロジェクトのスーパーゴールを達成するため、以下を提言する。 

1) スーパーゴールの達成に向け、GHAPWASCO、MCWW、SHAPWASCO と連携して県

内での普及活動完了後、県外への成果普及にも務めること。 

2) GHAPWASCO、MCWW、SHAPWASCO は、職員の技術の維持と更なる意識向上を図

るため、プロジェクトで得た経験・成果を積極的に発信すること。（その方法として、

本プロジェクトで構築した公社間の協力関係を活用し、技術者レベルの経験共有を図

るセミナーを主催すること。） 
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第 9 章 各種会議の開催 

 
9.1 合同調整委員会（JCC） 

合同調整委員会が以下のとおり開催された。議事録は添付-3 に示すとおりである。 

表 9-1  合同調整委員会の開催リスト 
No. 開催日 会議内容 

第 1 回 2011 年 9 月 27 日 APO、PDM1、PO1 の議論及び承認 
第 2 回 2012 年 3 月 11 日 APO の議論及び承認 
第 3 回 2012 年 11 月 26 日 PDM2、PO2 の議論及び承認 
第 4 回 2013 年 10 月 30 日 PDM3、PO3 の議論及び承認 
第 5 回 2014 年 3 月 2 日 終了時評価レポートの結果及び承認 
第 6 回 2015 年 4 月 2 日 終了時評価（延長期間）の結果及びプロジェクトの終了を JCC

で確認された。 
出典:JICA 専門家 

 

9.2 ステアリング・コミッティ（SC） 

ステアリング・コミッティが以下のとおり開催された。議事録は添付-4 に示すとおりである。 

表 9-2  ステアリング・コミッティの開催リスト 
No. 開催日 会議内容 

第 1 回 2011 年 6 月 8 日  ステアリング・コミッティメンバーの承認 
 カウンターパートチームメンバーの承認 
 モデル施設及びモデル地区の準備計画 
 JICA 専門家が供与する機材リストの承認 
 SHAPWASCO が主催のワークショップ及びセミナー 
 IWSP との連携 
 マネジメント研修日程の承認 

第 2 回 2011 年 9 月 12 日  SOP と NRW 本邦研修生の候補選任 
 供与機材受入と責任体制 
 住民意識の促進するため活動 
 PDM1 と PO1 の承認 

第 3 回 2012 年 2 月 26 日  第 2 期（2012 年 1 月～2013 年 2 月）の APO の承認 
 第 2 回 JCC の議題 
 WDM 本邦研修日程の承認 
 効果的な上水道管理のため住民啓発必要性 
 JICA が供与する機材管理 

第 4 回 2012 年 7 月 16 日  SHAPWASCO の WDM 活動のパイロット地区の議論 
 GHAPWASCO と MCWW の SOP 及び NRW 活動の進捗報

告 
 第 2 期（2012 年 1 月～2013 年 2 月）の全体日程の承認 
 中間レビュー及び公開セミナー日程の承認 

第 5 回 2012 年 11 月 8 日  第三国研修のヨルダン水道庁との情報交換報告 
 中間レビュー調査の進捗報告 
 NRW 水収支調査の問題 
 PIs の目標に係る提案 
 第 2 期（2012 年 1 月～2013 年 2 月）の全体日程の変更 

第 6 回 2013 年 6 月 20 日  第 3 期（2013 年 3 月～2014 年 8 月）の APO の承認 
 GHAPWASCO と MCWW の SOP 及び NRW 活動の進捗報

告 
 SHAPWASCO の WDM 活動の進捗報告 
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No. 開催日 会議内容 
 PI 目標値の承認 
 終了時評価と公開セミナー日程の承認 

第 7 回 2014 年 8 月 31 日  SOP と NRW トレーナーの承認 
 WDM 活動の期間延長の承認 
 PO の変更 

出典:JICA 専門家 

 

9.3 プロジェクトチーム会議（PTM） 

プロジェクトチーム会議において、GHAPWASCO 及び MCWW 内の SOP 及び NRW チームの進

捗情報を共有し、問題解決方法の討議を実施した。議事録は添付-5 に示すとおりである。 

 

9.4 セミナー及びワークショップ 

セミナー及びワークショップは以下のように開催された。  
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表 9-3  公社間協力主催セミナー、ワークショップ及びトレーニングリスト 
 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 

 2011 年 4 月 – 2012 年 1 月（第 1 期） 
1 

2011 年 6 月 8～9 日 
10:00-13:00 

第 1 回ミニセミナー（SOP
活動） 

- SHAPWASCO の SOP 活動紹介

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 討議 

• プロジェクト・マネージャー、プロジ

ェクト・コマネージャー 
• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の運転技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の運転技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

2 

2011 年 6 月 18～19 日 
10:00-13:00 

第 2 回ミニセミナー（NRW
削減活動） 

- SHAPWASCO の NRW 削減活動紹介

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

3 

2011 年 7 月 2～3 日, 
10:00-14:30 

第 3 回ミニセミナー（SOP
及び NRW 活動） 

- モデル施設及びパイロット地区の選定基

準について（SHAPWASCO の C/P チーム

の発表） 
- UFW 及び NRW の違い（SHAPWASCO の

C/P チームの発表） 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

4 

2011 年 7 月 13 日 
10:30-12:30 

井戸モニタリング活動ワー

クショップ 

- 井戸モニタリングの重要性と実施方法

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 井戸モニタリング結果の活用法

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の運転技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の運転技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

5 

2011 年 9 月 27 日 
12:00-13:50 

キック・オフ・セミナー 

- JICA プロジェクトの進捗及び背景

（HCWW プロジェクト・セクター長の発

表） 
- SOP 活動計画及び進捗（GHAPWASCO、

MCWW、SHAPWASCO の C/P チームの発

表） 
- NRW 削減活動計画及び進捗

• 全国の上下水道公社 
• エジプトの水道サービス関係機関 
• エジプト水セクターの対外援助機関 
• プロジェクト・マネージャー、プロジ

ェクト・コマネージャー 
• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 

SHAPWASCO 
GHAPWASCO 
MCWW 
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 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 
（GHAPWASCO、MCWW、SHAPWASCO
の C/P チームの発表） 

- WDM 活動計画（SHAPWASCO の C/P チ

ームの発表） 
- 討議 

• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

6 

2011 年 10 月 10 日 
10:00-14:30 

SHAPWASCO での SOP 及

び NRW 削減活動サイトツ

アー 

- サイトツアー説明（SHAPWASCO の C/P
チームの発表） 

- Zagazig 表流水浄水場視察（SHAPWASCO
の C/P チームの案内） 

- 夜間最小流量調査の流量計サイト視察

（SHAPWASCO の C/P チームの案内） 
- Hihya トレーニングヤード視察

（SHAPWASCO の C/P チームの案内） 
- Hihya 浄水場視察（SHAPWASCO の C/P

チームの案内） 

• GHAPWASCO の CP チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

7 

2011 年 10 月 19～20 日、 
22～23 日 

10:00-14:30 
NRW 削減トレーニング 

- 夜間最少流量調査方法、流量測定の原理

の学習 
- 現場実習 
- 音聴棒、漏水探知器、流量計の使用方法 
- 流量計からコンピューターへのデータ送

信方法  

• GHAPWASCO の CP チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

8 

2011 年 10 月 26～30 日,  
10:00-12:30 

NRW 削減活動アクション

プランワークショップ 

- アウトプット及び目的（JICA 専門家の発

表） 
- プロジェクト期間（JICA 専門家の発表） 
- アクションプランの内容（JICA 専門家の

発表） 
- 各アクションの流れ（JICA専門家の発表） 
- パイロット地区とモデル地区

（GHAPWASCO と MCWW の C/P チーム

の発表） 
- 各アクションの説明（GHAPWASCO と

MCWW の C/P チームの発表） 
- NRW 削減活動日程（GHAPWASCO と

MCWW の C/P チームの発表） 
- NRW 削減のアプローチ（JICA 専門家の

発表） 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO  
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 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 
9 

2011 年 11 月 20 日 
10:00-12:00 

水質管理活動ワークショッ

プ 

- 水質管理とは（SHAPWASCO の C/P チー

ムの発表） 
- SHAPWASCO の水質管理について

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- ISO と SOP との関係（GHAPWASCO の

C/P チームの発表） 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の運転技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の運転技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO  

 2012 年 2 月 –2013 年 3 月（第 2 期） 
10 

2012 年 3 月 7 日 
12:00-15:00 

SHAPWASCO での NRW 削

減活動ワークショップ 

夜間最少流量調査測定 
- 水圧計機器のデータ収集 
- 流量計機器のデータ収集 
漏水調査 
- バルブの音聴棒調査 
- 路面の音聴調査 
- 相関式漏水調査 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• JCIA 専門家 

JICA 専門家 
その他関係者 

11 

2012 年 4 月 22～24 日 
10:00-14:30 

SOP 活動ワークショップ 

- 運転記録書について（GHAPWASCO と

MCWW の C/P チームの発表） 
- 運転記録書の活用について

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 水質管理方法について（GHAPWASCO と

MCWW と SHAPWASCO の C/P チームの

発表） 
- 討議 
- SHAPWASCO からコメント 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の運転技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の運転技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO  

12 

2012 年 9 月 27 日 
10:00-14:30 

MCWW での SOP 活動サイ

トツアー 

- サイトツアーの説明（MCWW の C/P チー

ムの発表） 
- Mahatet El Sadat El Satheya 表流水浄水場

視察 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の運転技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の運転技術者 
• JICA 専門家 

その他関係者 

13 

2012 年 9 月 30 日~10 月 4
日 

10:00-12:30 

GHAPWASCO の NRW 削減

活動特別ワークショップ 

- NRW 削減活動の紹介（GHAPWASCO の

C/P チームの発表） 
- 討議 

• エジプトの水道サービス関係機関 
• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 
• JICA 専門家 
• Utility & Positioning Systems Ltd.（民間

会社） 

GHAPWASCO 
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 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 
14 

2012 年 10 月 14～18 日 
 

ヨルダン水道庁とエジプト

上下水道公社との情報交換 

- ヨルダンの JICA プロジェクト（NRW 削

減活動）の成果発表 
- エジプトの JICA プロジェクト（SOP 及び

NRW 削減活動）の発表 
- ヨルダン現場視察 
- 意見交換 

• HCWW プロジェクト・セクター長 Dr. 
Salah Bayoumi 

• SHAPWASCO プロジェクト・セクター

長 Mr. Shaker Abdelfattah 
• GHAPWASCO O&M セクター長 Mr. 

Adel Attia 
• MCWW O&M セクター長 Mr. Ayman 

Bassuni 
• JICA 専門家 

ヨルダン側及びエジプ

ト側関係機関の技術者 

15 

2012 年 11 月 14 日 
11:00-14:00 

SHAPWASCO での SOP と

NRW 削減活動ワークショ

ップ 

- NRW 削減活動の進捗報告（GHAPWASCO
と MCWW の C/P チームの発表） 

- SOP 活動の進捗発表（GHAPWASCO と

MCWW の C/P チームの発表） 
- 討議 
- SHAPWASCO からコメント 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO の技術者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW の技術者 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

16 

2012 年 11 月 22 日 
10:00-15:00 

公開セミナー 

- JICA プロジェクトの進捗及び背景

（HCWW プロジェクト・セクター長、

JICA 専門家総括） 
- SOP 活動計画及び中間結果

（GHAPWASCO と MCWW の C/P チーム

の発表） 
- NRW 削減活動計画及び中間結果

（GHAPWASCO と MCWW の C/P チーム

の発表） 
- WDM 活動計画及び中間結果

（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- MCWW 総裁と上下水道大臣からの激励 
- 討議 

• 上下水道大臣  
• HCWW 総裁 
• ナイルデルタ地域の上下水道公社 
• SHAPWASCO と GHAPWASCO と

MCWW の C/P チーム 
• エジプト水セクターの対外援助機関 
• JICA と JICA 専門家 

SHAPWASCO 
GHAPWASCO 
MCWW 

17 
2012 年 12 月 9 日 

10:00-14:30 
SOP 水質管理活動ワークシ

ョップ 
- 水質実験の視察 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

18 2013 年 1 月 9 日 
12:00-15:00 

水質管理活動ワークショッ

プ 
- 標準水質分析方法（SHAPWASCO の C/P

チームの発表） 
- 水質管理調査について（SHAPWASCO の

C/P チームの発表） 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• GHAPWASCO のラボラトリー化学者 
• MCWW の C/P チーム 
• MCWW のラボラトリー化学者 

SHAPWASCO  
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 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 
- 討議 • SHAPWASCO の C/P チーム 

• JICA 専門家 
19 

2013 年 1 月 15 日 
11:00-15:00 

SHAPWASCO での漏水調

査トレーニング 

- 漏水調査の相関式漏水探知、埋設探知、

音聴棒機材使用法 
- 討議 

• GHAPWASCO の NRW チーム 
• GHAPWASCO の支所 NRW チーム

GHAPWASCO 
• SHAPWASCO の NRW チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 
GHAPWASCP の本部

C/P チーム 

20 

2013 年 2 月 13 日 
11:00-15:00 

SHAPWASCO での漏水調

査トレーニング 

- 漏水調査の相関式漏水探知、埋設探知、

音聴棒機材使用法. 
- 討議 

• MCWW の NRW チーム 
• MCWW の支所 NRW チーム 
• SHAPWASCO の NRW チーム 
• JICA 専門家 
• Qalubya 上下水公社スタッフメンバー 

SHAPWASCO 
MCWW の本部 C/P チ

ーム 

 2013 年 4 月 – 2015 年 4 月（第 3 期） 
21 

2013 年 6 月 2 日 
10:00-14:00 

MCWW での SOP 活動ワー

クショップ 

- SOP 活動計画と中間報告（GHAPWASCO
と MCWW の C/P チームの発表） 

- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 
GHAPWASCO 
MCWW  

22 

2014 年 3 月 6 日 
11:00-15:00 

公開セミナー 

- JICA プロジェクトの進捗及び背景

（HCWW 副総裁、JICA 専門家総括） 
- SOP 活動進捗及び成果（GHAPWASCO と

MCWW の C/P チームの発表） 
- NRW 削減活動進捗及び成果

（GHAPWASCO と MCWW の C/P チーム

の発表） 
- WDM 活動進捗及び成果（SHAPWASCO

の C/P チームの発表） 
- 討議 

• HCWW 総裁 
• ナイルデルタ地域の上下水道公社 
• SHAPWASCO と GHAPWASCO と

MCWW の C/P チーム 
• エジプト水セクターの対外援助機関 
• JICA と JICA 専門家 

SHAPWASCO 
GHAPWASCO 
MCWW  

23 2014 年 8 月 28 日 
10:00 - 14:00 

SHAPWASCOのWDM活動

ワークショップ 
- WDM 配水監視システムとモニタリング

活動からのアウトプットの説明 
- WDM 施設・機材の視察 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• SHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

出典:JICA 専門家 
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表 9-4  各公社の内部ワークショップリスト 
 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 

 2011 年 4 月 – 2012 年 1 月（第 1 期） 
1 

2011 年 9 月 21 日 
9:30-12:00 

WDM 活動セミナー 

- プロジェクト概要（JICA 専門家の発表） 
- WDM 概論と活動方針（JICA 専門家の発

表 
- WDM アクションプランの概要（JICA 専

門家の発表） 
- WDM 活動のパイロット地区選定の取組

み（SHAPWASCO の C/P チームの発表） 

• SHAPWASCO の C/P チーム 
• SHAPWASCO の運転技術者 
• JICA 専門家 

JICA 専門家 
その他関係者 

 2012 年 2 月 –2013 年 3 月（第 2 期） 
2 

2012 年 3 月 25 日 
12:00-15:00 

GHAPWASCO の NRW 削減

活動ワークショップ 

- メーター読み調査について（JICA 専門家

の発表） 
- Tanta 現場サイトツアー 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• JICA 専門家 

JICA 専門家 

3 
2012 年 3 月 27 日 

12:00-15:00 
MCWWのNRW削減活動ワ

ークショップ 

- メーター読み調査について（JICA 専門家

の発表） 
- Shebeen 現場サイトツアー 
- 討議 

• MCWW の C/P チーム 
• JICA 専門家 

JICA 専門家 

 2013 年 4 月 – 2015 年 4 月（第 3 期） 
4 2013 年 6 月 24～25 日 

10:00-12:00 
GHAPWASCOとMCWWの

井戸施設SOP活動ワークシ

ョップ 

- 第 3 期活動方針の発表（JICA 専門家の発

表） 
- 討議 

• GHAPWASCO の C/P チーム 
• MCWW の C/P チーム 
• JICA 専門家 

JICA 専門家 

5 2013 年 9 月 23 日 
10:00-12:30 

第 1 回 MCWW の 5 ヶ年計

画 NRW 削減活動ワークシ

ョップ 

- 5ヶ年計画 NRW削減活動の発表（MCWW
の C/P チームの発表） 

- 討議 

• MCWW の NRW チーム 
• MCWW の支局 NRW チーム 

MCWW 

6 2013 年 9 月 30 日 
10:00-14:00 

GHAPWASCOの5ヶ年計画

NRW 削減活動ワークショ

ップ 

- 5 ヶ 年 計 画 NRW 削 減 活動 の 発 表

（GHAPWASCO の C/P チームの発表） 
- 討議 

• GHAPWASCO の NRW チーム 
• GHAPWASCO の支所 NRW チーム 

GHAPWASCO 

7 2013 年 11 月 24 日 
10:00-12:30 

第 2 回 MCWW の 5 ヶ年計

画 NRW 削減活動ワークシ

ョップ 

- 5ヶ年計画 NRW削減活動の発表（MCWW
の C/P チームの発表） 

- 討議 

• MCWW の NRW チーム 
• MCWW の支所 NRW チーム 

MCWW 

8 2014 年 4 月 1～3 日、 
8～10 日、15 日、17 日 

10:00 - 14:00 

MCWWのNRW削減活動ワ

ークショップ 
- 5 ヶ年計画から 1 年計画へ更新について 
- 各支所実施計画の説明及び討議 
- 公開討議 

• MCWW の本部 GIS 部、NRW 部 C/P チ

ーム 
• 全支所の作業員 

MCWW の本部 C/P チ

ーム 

9 2014 年 4 月 9 日 MCWWのNRW削減活動ワ - 1 年計画と 5 ヶ年計画の利点・欠点につい • MCWW の NRW 部 C/P チーム MCWW の本部 C/P チ
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 開催日 タイトル プログラム 参加者 トレーナー 
14:00 to 15:00 ークショップ て • 5 ヶ年計画支所作業員 

• JICA 専門家 
ーム 

10 2014 年 6 月 4 日 
10:00-15:00 

SOP 活動ワークショップ - 表流水浄水場の逆洗方法について • MCWW の C/P チーム 
• JICA エジプト専門家 

MCWW の本部 C/P チ

ーム 
11 2014 年 6 月 25 日 

10:00-15:00 
SOP 活動ワークショップ - SOP 活動拡張について • GHAPWASCO の C/P チーム  

• JICA エジプト専門家 
GHAPWASCO の本部

C/P チーム 
12 2014 年 7 月 7 日、14 日 

10:00 - 12:00 
SOP 活動ワークショップ - 浄水施設の SOP 内容について • MCWW の C/P チーム 

• JICA エジプト専門家 
MCWW の本部 C/P チ

ーム 
13 2015 年 2 月 26 日 

10:00 – 12:00 
SHAPWASCOのWDM活動

ワークショップ 
- WDM データ分析結果及び説明 
- 平均給水量と時間最大需要、既存配水池

の活用について 

 
• SHAPWASCO 総裁. 
• 技術サポートセクター長 
• Zagazig 北担当セクター長 
• SHAPWASCO アドバイザー  
• Zagazig 浄水場長  
• WDM 部長 
• WDM 部技術者 
• Zagazig 配水管理部長 
• Zeraa 井戸部長 
• Zagazig 東担当部長 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

14 2015 年 3 月 5 日 
10:00 - 12:00 

SHAPWASCOのWDM活動

ワークショップ 
- WDM の配水監視システムとモニタリン

グ活動からのアウトプットの説明 
- WDM 機材サイトツアー 
- 討議 

• SHAPWASCO の C/P チーム 
• Zagazig 西担当運転技術者 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

15 2015 年 3 月 15 日 
10:30 - 11:30 

SHAPWASCOのWDM活動

ワークショップ 
- WDM の配水監視システムとモニタリン

グ活動からのアウトプットの説明 
- WDM 機材サイトツアー 
- 討議 

• SHAPWASCO の C/P チーム 
• Zagazig 北担当運転技術者 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

16 2015 年 3 月 16 日 
10:30 - 11:30 

SHAPWASCOのWDM活動

ワークショップ 
- WDM の配水監視システムとモニタリン

グ活動からのアウトプットの説明 
- WDM 機材サイトツアー 
- 討議 

• SHAPWASCO の C/P チーム 
• Zagazig 南担当運転技術者 
• JICA 専門家 

SHAPWASCO 

出典:JICA 専門家 
 

 



 



エジプト国ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト 
プロジェクト業務完了報告書（メイン） 

第 10 章 課題と提言 

第 3 章及び第 8 章で述べたとおり、本プロジェクトのプロジェクト目標は達成された。更に

HCWW を筆頭とした SHAPWASCO、GHAPWASCO 及び MCWW の自助努力により、スーパー

ゴールへ向けたナイルデルタ全域へ向けた活動が踏み出されている。 

上水道の運営維持管理能力の更なる向上や各地への展開に係る自助努力を補完するものと

して、各上下水道公社に対する今後の課題と提言を述べる。 

 
10.1 公社間共通の課題及び提言 

第 4 章でも述べている HCWW 及び SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の 3 公社に係る

共通の課題を、関連する提言も含め、以下のように要約する。 

(1) ナイルデルタ地域への技術展開 

HCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO 及び MCWW の 3 公社には、プロジェクトで習得し

た技能・活動を県内全域に浸透・展開させ、更にはナイルデルタ全域へ技術展開を図る事が求

められる。 

SHAPWASCO、GHAPWASCO 及び MCWW の 3 公社は、他県の上下水道公社を支援するに

必要な知識や経験、技術を有しており、他県への積極的な支援実施が望ましい。 

そして、HCWW は、技術の全国展開に係る実施体制／管理体制作りを率先すべきである。

効果的な展開活動を実施し、各公社の進捗を適切に管理するために、予算配賦や技術支援のみ

ならず、目標やマイルストーンを設定する等の統括管理が必要である。 

(2) NOPWASD との情報共有 

SOP、NRW 及び WDM のそれぞれの活動を通じて、施設運用者から見た上水道施設の設計

上の問題や課題が、次第に明らかになってくると考えられる。施設設計に係る問題や課題は、

次の施設設計に反映されるべきであるため、HCWW には、NOPWASD との定期的な協議が求

められる。 

HCWW は NOPWASD と定期的または必要に応じて各種協議をしているものの、協議の内容

は、開発政策や投資計画等の政策的な一般事項になりがちで、設計の詳細を効果的に議論でき

る場ではない。したがって、より効果的に設計情報の伝達が行える仕組みを構築するべきであ

る。 

また、SHAPWASCO、GHAPWASCO 及び MCWW の 3 公社は、NOPWASD 関係者を現場に

招待するなどの機会を設け、設計側と維持管理側の具体的な情報交換の促進に務めるべきであ

る。 

(3) 迅速な予算確保 

SHAPWASCO、GHAPWASCO 及び MCWW の 3 公社は、本プロジェクトで、モデル施設／
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地区やパイロット・プロジェクトでの活動資金を負担した。しかし、より広い範囲へ拡張して

活動するためには、より多くの活動資金が必要になる。この資金確保は、3 公社にとって、プ

ロジェクト活動を持続的に発展させるための課題である。 

プロジェクト活動の継続・発展には、所定能力の確保や計器類改善のために施設修理やリハ

ビリが必要である。改善活動を中断させないために、各 AC は、個別に予算請求・承認するの

ではなく、事前に一定の活動予算を確保しておくべきである。エジプト国の会計年度は 7 月か

ら 6 月である。そのため、少なくとも半年前の 1 月頃から具体的な活動と予算を計画し、必要

な金額の確保に努めるべきである。 

 

10.2 SOP 活動に係る課題と提言 

次の提言に基づき、HCWW と 3 公社が協力して SOP の全国展開を実施することが求められ

る。 

(1) セミナー／ワークショップの定期的な開催 

SOP の基本コンセプトを日常のルーチン作業の中に普及させていくためには、定期的なセミ

ナーやワークショップの開催が効果的である。 

(2) 職員の高齢化 

GHAPWASCO 及び MCWW 職員の平均年齢は比較的高い。そのため、数年先には多くの退

職者が出て、技術レベルが大きく低下する事が懸念される。若手スタッフの早期リクルートや

育成を行い、ベテラン職員の知識・経験を伝承させる取り組みが求められる。 

(3) 設備環境の管理 

浄水施設の能力を最大限に発揮するために、機械・電気設備が正常に稼働していなければな

らい。このため、定期的なメンテナンスを実施すると共に、故障を回避する措置を事前に施す

必要がある。また、軽微な故障や急な故障に対応するため、計画的に維持管理工具とスペアパ

ーツを準備する必要がある。 

(4) 計装機器の定期的な較正 

SOP で重要視される活動の一つは、データに基づいた浄水効率の管理である。データは主に、

流量計、水位計、圧力計等の計装機器から取得される。信頼できる測定結果を得るためには、

計装機器の指示値が正確であることが重要であり、計装機器の較正は国際標準化機構により、

ISO/IEC17025（試験所及び較正機関の能力に関する一般要求事項）で規定される。このため、

同規定の要求に沿った計装機器の定期的較正が求められる。 

(5) 竣工書類の引渡しと活用 

GHAPWASCO 及び MCWW のほとんどの浄水施設では、設計計算書、竣工図、取扱説明書

等の維持管理活動に重要な書類が工事業者から移管されていない。しばしば、これらの書類が

どこに保管されているかもわからないケースがある。これらの書類は、浄水施設の維持管理の

みならず、施設の効果を最大限発揮させるために不可欠なものであるため、施設の引渡しに関
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する規定を見直す必要がある。 

(6) 上下水道公社内の各部所間における相互連携 

水質管理に係る活動では、C/P である技術者と中央試験室または水質試験部の分析員が相互

連携を図りながら業務を実施した。これまで、横の連携（技術者⇔分析員間）が希薄だったが、

相互連携の強化で、プロジェクトを成功裏に導くことができた。 

この例のように、SOP 担当部門の中で、技能員、技術者と分析員が適切に連携できるシステ

ムの確立が重要である。 

 

10.3 NRW 削減活動に係る課題と提言 

NRW 削減活動をナイルデルタ全域に波及させるためには、成功経験を共有することが重要

である。そのため、以下の提言を参考に、NRW 削減活動の更なる発展や地域展開が実施され

ることが望ましい。 

(1) 給水管工事の施工方法の標準化 

NRW を削減するために重要な柱は、4 本と言われている。1) 積極的漏水調査、2) 修理の

迅速さと正確さ、3) 水圧管理、および 4) アセットマネジメントの 4 つである。本プロジェ

クトでは、日本式の積極的漏水調査が各モデル地区で実施された。 

修理の迅速さと正確さが、次の段階の課題である。本プロジェクトで発見した漏水の中には、

ゴムバンドやビニールテープの応急処置だけのものも散見された。配管や修理方法の標準化や

基準作成が必要である。なお、この基準には、漏水防止につながる埋戻しや転圧等の土工事の

基準を含むべきである。 

(2) 水道メータ維持管理方法の法制化 

各モデル地区では精度の低い水道メータ、故障したままの水道メータ、汚れていて読むこと

ができない水道メータが多く見られた。多くのメータが交換の必要性に迫られている。一方、

現在の制度では、水道メータ設置費用の負担義務ならびにその所有権が居住者にあるため、上

下水道公社の一存で交換することができない。これは、定期的交換に係る障害の一つである。

そのため、所有権の移転を含めた新しい法制度や水道メータ管理規則の見直しが必要である。

メータの交換は、使用水量や NRW の正確な計測に寄与する。 

(3) 3 公社の協力体制とテクニカルワーキンググループの創設 

本部と支所の協力体制は、NRW 削減活動を公社内に波及させるために重要な役割を担う。

漏水探知活動を更にナイルデルタ全地域へ普及させるには、3 公社の協力なくしては実現出来

ないと考えられる。 

その背景の下、スーパーゴールを達成することを目的に、例として、HCWW 主導の以下の

テクニカルワーキンググループを設置することが望まれる。 

1. 給水管工事施工管理部門 この部門は漏水修理方法と水道メータの水平設置を含む給水
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管工事施工の品質向上と GIS システムの更新を担当する。 

2. 料金徴収システム部門 この部門は水道メータと料金徴収システムの改善を担当する。水

道メータ検針時に漏水調査の実施を監視する。また、宅内漏水やトイレ内バルブの漏水対

策を管工事施工管理部門に提案する。GIS をもとに検針し GIS 更新の不備を監査する。 

3. 漏水対策部門 この部門は漏水調査の進捗管理、漏水発生原因の分析と対策を担当する。

また、各戸漏水調査の際、水道メータの不備をチェックする。なお、GIS をもとに各戸漏

水調査を実施し、GIS 更新の不備をチェックする。 

上記のように相互補完する 3 つのテクニカルワーキンググループを創設することにより、

HCWW は、各種基準作成に主導的に取り組むことになる。この活動は、NRW 対策活動の波及

を促進する。 

 

10.4 WDM 活動に係る課題と提言 

WDM 活動の課題と提言を以下に述べる。提言の内容はエジプト国で全般的に言えるもので

あるが、SHAPWASCO の WDM 活動の展開に直接的に関与する事項である。 

 
(1) 施設の維持管理・リハビリ 

パイロットプロジェクトでは、監視モニターに表示される配水管網の圧力値に応じ、プロジ

ェクトチームが浄水場や各井戸施設に対して配水量調整を指示した。しかし、ポンプ機材の急

な点検、故障、またはその修理により、流量調整に即座に応じることが出来ない施設が散見さ

れた。配水施設は、常に設計能力を発揮できる状態にあることが必要なため、定期的な施設点

検やリハビリにより、施設を常に適正かつ最適な状態に保つことが求められる。なお、施設能

力の維持は配水管理の基本である。 

(2) 配水能力 

SHAPWASCO を含む各公社職員は、計画配水量を一日最大若しくは年間平均値で管理して

いる。しかし、ピーク時の 1 時間当たりの需要量は、平均給水量や一日最大給水量よりもはる

かに多い。プロジェクトチームは、ピーク時間帯における Zagazig 市の配水能力が不足してい

るため十分な量を配水できないことを認識している。これは、ポンプやバルブの操作では解決

できるものではないため、WDM 活動と並行して、浄水施設や配水施設の能力を再検証するこ

とを提言する。 

(3) 配水池の貯水量 

10.5 章、表 10-1 で後述するとおり、配水池の貯水能力が小さい。Zagazig 市では 4 時間程度

の容量しか確保されていない。そのため、浄水場は配水量と同じペースでの浄水を余儀なくさ

れている。この運用は、浄水場の効率的な運用の面で不適切である。 

夜間から早朝に掛けての配水量が少ない時間帯に浄水を配水池に貯留し、日中のピーク時間

帯に貯留した浄水を配水する運用が必要である。日本水道協会発行の「水道施設設計指針」で
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は、計画一日最大給水量の 12 時間分を確保できることと記載されているが、少なくとも 8 時

間分の容量を確保した配水池の整備を提言する。 

(4) 配水区画のブロック化 

配水区画をブロック化し、ブロックごとに配水量管理することが配水管理の基本である。し

かし、大半の都市部は古い街である上、ランダムに都市や配水管が拡張されてきたため、ネッ

トワークを複数のブロックに分割することが困難である。 

配水管理の展開には、ネットワークをいくつかのブロックに分割し、ブロック毎に送水管を

設置することが求められる。これにより、ブロック毎の需要計算や配水量管理の実現できる。 

(5) 監視システムの保守 

中央監視システムは、機材と言うよりも、IT ネットワークの一つと言える。そのため、流量

計や圧力計の定期的な較正だけではなく、ソフトウェアのアップグレードを含むシステムとし

ての総合的メンテナンスが求められる。このため、システム業者と保守契約を締結することが

必要であり、保守契約の予算を運用段階で確保する必要がある。 

 
10.5 浄水施設設計上の課題 

SOP の目的は、施設の基本原理に忠実に運転することで運転効率を改善する事にある。本プ

ロジェクトでは、主要な書類を SOP として纏め、SOP に基づいた OJT による技術移転活動を

実施した。その結果、モデル施設の運転効率が改善した。 

しかし、活動を実践する中で施設設計上の問題点が明らかになった。もし、浄水施設が適切

に設計されていれば、より高い運転効率が確保できたと考えられる。改善すべき浄水施設設計

上の課題及び提言は、以下のとおりである。 

 浄水場建設計画の現況 
SOP 活動を通じて、施設設計上の様々な問題点が明らかになった。特に MCWW における鉄・

マンガン除去施設では、浄水過程に、塩素注入、曝気、過マンガン酸カリウム注入、沈澱／急

速ろ過を取り入れている。鉄・マンガンの酸化には、薬品と曝気を併用しており、効率的なプ

ロセスであるとは言い難い。更に、井戸ポンプの揚程が必要以上に大きく、電力消費量の削減

を阻害する要因になっているものがある。早急に改善が必要な施設設計上の問題を表 10-1 に要

約する。 

一方、上述の鉄・マンガン除去施設では、運転維持管理に関するマニュアル類が建設者側か

ら引き渡されていない。また、引渡し前に実施された OJT でも十分な施設運用指導が実施され

ていない。このため、設計者の意図する「最適な運転方法」が不明のまま運転が行われている。

この背景の下、施設設計の問題点だけでなく、上水道施設の引き渡し条件に関しても改善が求

められる。 

 浄水施設設計管理上の課題・提言 
NOPWASD には高度な能力を持つ設計技術者がおり、浄水場の建設計画を行っている。しか

し、浄水場の完成以降、運転・維持管理は各上下水道公社に引き継がれるため、運転・維持管

八千代エンジニヤリング株式会社                               10-5 



エジプト国ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト 
プロジェクト業務完了報告書（メイン） 

理上の問題点を認識する機会がほとんど無い。品質、経済性、維持管理性の面から、適正かつ

最適な浄水施設を建設するためには、現場からの意見をフィードバックさせ、施設設計を見直

すことが重要であり、このことは、NOPWASD の設計技術を更に向上させることに寄与する。 

GHAPWASCO、MCWW 及び SHAPWASCO の 3 公社は、SOP 活動の実践により、施設設計

上の問題に関する認識を十分に持っているため、NOPWASD との意見交流を先導すべき立場に

ある。定期的な意見交流を NOPWASD に働きかけ、設計のみならず、施工監理や施設引渡しに

係る条件の協議を続けることが必要である。この活動は、設計及び運転・維持管理の両面で最

適な浄水施設の建設に寄与する。 

表 10-1 改善が必要な浄水施設設計上の課題・提言 

No. 対象施設 施設設計上の問題点 

1 鉄・マンガン除去施設 1) 井戸ポンプ能力の見直し（Gezy IMRP） 
井戸ポンプの揚程が必要以上に大きく（井戸から市内へ直接配水できるよう

な機種を選定していると思われる）、吐出弁で絞って運転しているため、電

力を無駄に消費している。原水の水質から、浄水処理が必ず必要なたま、ポ

ンプは、浄水プラントへ導水する能力があれば良い。ポンプの仕様を見直す

必要がある。 

 
 
2) 処理プロセスの見直し（Gezy IMRP） 
MCWW 管内では、Gezy IMRP と同様の設計コンセプトを持つ複数の施設が

建設中である。 
本プロジェクトのモデル施設である Gezy IMRP の原水中に含まれる鉄マン

ガンの濃度は、鉄 2-3mg/L、マンガン 1mg/L 程度である。また、Shebeen El Kom 
郡に建設された Kafr El Batanon IMRP では、鉄 0.7-1mg/L、マンガン 0.4mg/L
程度であった。この原水水質に対して、Gezy IMRP と同様の処理プロセスは、

複雑かつ過剰設計である。適正な建設・維持管理コストにするために、今後

の施設では、原水水質を見極めたうえで、それに応じた処理プロセスを選定

すべきである。 
3) 汚泥の返送（Gezy IMRP） 
Gezy 鉄・マンガン除去施設では、沈澱池の堆積汚泥を反応槽に返送するシス

テムが組み込まれている。しかし、浄水処理は下水処理と異なり、化学反応

を主要プロセスとするため、汚泥を返送しても、沈澱濁度を増加させるだけ

で、鉄・マンガン除去に効果はほとんどないと考えられる。このため、将来

的には汚泥の返送システムを廃止したデザインに変更すべきである。 
4) ろ過池・ろ過器の逆洗方法の検証（Gezy IMRP/Mahalet Marhoom IMRP） 
ほとんどの鉄・マンガン除去施設には高架水槽が設けられている。現在のモ

デル施設では、ろ過池（若しくはろ過器）の逆洗に専用のポンプが使用され

ているが、電力消費量削減の観点から、高架水槽の水頭差を利用した逆洗を

検討すべきである。 
5) 排水管設置レベルの変更（Gezy IMRP） 
Aeration tank、Reaction Tank 及び Sedimentation Tank の排水管設置レベルが底

版より 10cm 以上上がった位置にあるため、槽内の水を完全に抜くことが出

来ず、清掃時の水抜きに多大な労力を強いられている。今後の設計では、槽

内の排水が完全に行われるレベルに排水管を設置すべきである。 
2 表流水浄水場 1) ろ過流量調節（Tanta El Teraa El Melahia SWTP/ Mahatet El Sadat El Satheya 

SWTP） 
GHAPWASCO 及び MCWW の多くの表流水浄水場では、ろ過流量調節機構

として、水位制御方式を採用している。しかし、水位制御方式は調節機構が

井戸ポンプ仕様 
現状の仕様  : 25 L/sec x 90m 
適正な仕様 : 25 L/sec x 15-20m 
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エジプト国ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト 
プロジェクト業務完了報告書（メイン） 

No. 対象施設 施設設計上の問題点 

複雑になり、しばしば、水位計や PLC プログラムに問題が発生する。今後、

施設を新たに建設する際には、運転管理が容易な自然平衡方式の採用を推奨

する。 
水位制御方式と自然平衡方式の概略は次の通りである。 

 

名称 

水位制御方式 自然平衡方式 

 

 

ろ過

概要 

ろ過池の水位を検知し、その信号を調節

機構（流量調節弁）に伝達して、定速ろ

過を維持する。 

ろ過流出側に、砂面より高い位置に堰を設け

ることで、定速ろ過を維持する 

特徴 
制御が複雑になり、故障時の対応に時間

を要する 
複雑な機構を要さずに定速ろ過が可能であ

る。 
 

  2) 排水再利用システム（Mahatet El Sadat El Satheya SWTP） 
Mahatet El Sadat El Satheya 表流水浄水場における排水再利用システムは、ろ

過池洗浄排水と天日乾燥床でろ過された水を排水槽に受入れて、返送する構

造である。逆洗水は懸濁質を多く含むことから、排水池で懸濁質を沈降分離

させて、上澄水のみを返送するシステムが好ましい。しかし、現状のシステ

ムでは、タンク底版に近い位置に設置されたポンプで排水の返送を行うため、

多くの懸濁質が分配井に流れ込み、効率的な排水再利用が出来ているとは言

い難い。 
したがって、今後、他の表流水浄水場へ排水再利用システムを計画する際に

は、上澄水返送用のポンプと堆積汚泥排出用のポンプを個別に設置して、効

率的な返送が出来るシステムを構築すべきである。 
3) 配水池容量（Tanta El Teraa El Melahia SWTP/ Mahatet El Sadat El Satheya 
SWTP） 
配水池は、配水量の時間変動を調節する機能が要求されており、日本水道協

会発行の「水道施設設計指針」では、計画一日最大給水量の 12 時間分を確保

できることと記載されている。しかし、GHAPWASCO 及び MCWW のモデ

ル施設では、給水量に対して3.5～5時間程度しか配水池で確保できておらず、

需要の変動に対して浄水場の運転を制御しなければならない状況が生じてい

る。このため、今後建設される浄水施設には、配水量の時間変動を調節する

機能を有する施設設計が求められる。 
出典：JICA 専門家 
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Annex-2: Project Design Matrix (PDM3) Dated October 30, 2013

Project Name : The Project for Improvement of Management Capacity of Operation and Maintenance for Water Supply Facilities in Nile Delta Area Duration : FY2011-FY2014

Project Site : Sharkiya Governorate, Gharbia Governorate, Minufia Governorate (Nile Delta Area) Target Group : Staff of SHAPWASCO, GHAPWASCO, MCWW 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumption 

Super Goal

Management capacity of operation and maintenance of 

water supply facilities is improved in Nile Delta Area 

Performance Indicators (PIs) in the fields of management capacity of operation 

and maintenance are improved in Nile Delta Area 

Quarterly Reports of all water 

supply companies in Nile Delta 

Area submitted to HCWW 

Overall Goal

Management capacity of operation and maintenance of 

water supply facilities is improved in Sharkiya, Gharbia 

and Minufia Governorates 

PIs in the fields of management capacity of operation and maintenance are 

improved in Sharkiya, Gharbia, and Minufia Governorates 

Quarterly reports of 

SHAPWASCO, GHAPWASCO, 

MCWW

Central and local government 

budget for development of water 

supply facilities is allocated 

appropriately 

Project Purpose

Management capacity of operation and maintenance of 

water supply facilities is improved at the model 

areas/facilities in Sharkiya, Gharbia and Minufia 

Governorates 

PIs (*1) in the fields of management capacity of operation and maintenance are 

improved at the model areas/facilities 

Quarterly reports of 

SHAPWASCO, GHAPWASCO, 

MCWW

Output

1) Human Resource Development through 

collaboration among water supply companies in 

Sharkiya, Gharbia and Minufia Governorates in 

strengthened 

a. More than 3 members each of SOP/NRW teams in SHAPWASCO

GHAPWASCO MCWW are approved as trainers by Steering Committee  

b. More than 20 times of seminars/workshops are organized under 

inter-company cooperation by the Project team 

a. Certification of Training 

b. Reports of workshops 

Employees who received 

trainings by the Project will 

continuously work for 

SHAPWASCO, GHAPWASCO, 

MCWW

Personnel transfer of executive 

management will not affect the 

implementation of the Project 

2) Based on the experiences of SHAPWSCO, SOPs 

are developed and utilized at the model facilities in 

Gharbia and Minufia Governorates 

a. More than 80% of SOP team members rates understanding of trainings 

more than 3 on the 5-scale evaluation  

b. The model facilities are operated and maintained based on SOP 

c. Improvement of PIs for the model facilities are evaluated based on SOP 

a, b, c. Project Progress Reports

3) The institutional skills and experiences of 

SHAPWASCO for NRW reduction are transferred to 

NRW teams at the model areas in Gharbia and 

Minufia Governorates 

a. More than 80% of NRW teams members rates understanding of trainings 

more than 3 on the 5-scale evaluation  

b. Water balance analysis is conducted properly for the 3 model areas 

c. 100% of detected leakage is repaired at the model area 

a, b, c. Project Progress Reports

4) The water distribution management capacity is 

improved in Sharkiya Governorate as an advanced 

model 

a. Water distribution is managed based on SOP at the model areas 

b. Issues on water distribution capacity are reported to top management of 

SHAPWASCO 

a, b.  Project Progress Reports

0)  The project is managed and coordinated properly 

a. Agreement on the coordination among SHAPWASCO  GHAPWASCO

MCWW is prepared 

b. Project activities are regularly monitored based on PO/APO 

a. Agreement Document 

b. Project Progress Reports 

*1  PIs 

SOP: a. Energy consumption per m
3
 of water production (kWh/m

3
)    b. Amount of alum sulfate/ chlorine / potassium permanganate used per m

3
 of water production (g/m

3
)

 c. Ratio of effective utilization of raw water (%) 

NRW: a. NRW ratio (%)   b. Reduction ratio of NRW (%) 

WDM: a. Number of complaints per 1000 connections on water suspension and low pressure   b. Ratio of inappropriate pressure of water distribution (%)   c. Ratio of public opinion mentioning enough pressure (%) 

Activities Inputs Important Assumption 

1-1 Conduct management training for the top management 

1-2 Conduct Training of Trainers (TOT) for developing SOP 

1-3 Conduct TOT for NRW reduction 

1-4 Disseminate the contents, the manners and the results of the collaboration among SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW to the water

supply companies in Nile Delta Area through reports and workshops 

Japanese side 

1)   Japanese Experts 

Chief advisor/water supply 

planning

NRW reduction management 

Leakage detection 

Water Treatment 

Water quality 

Electrical equipment 

Mechanical equipment 

Distribution network  

Others (if necessary) 

2)    Local Expert 

3)    Equipment 

4)    Training in Japan 

5)    Local Cost

Egyptian side 

1)    Counterpart Personnel 

Project Director: 

Chairman, HCWW 

Project Manager: 

Vice Chairman, HCWW  

Co-Project Manager: 

Chairman, SHAPWASCO 

Chairman, GHAPWASCO 

Chairman, MCWW 

SOP Team 

NRW Team 

2) Office space and facilities for the 

experts 

3) Equipment 

4) Necessary Information 

5) Local Cost 

Budget for the Project is 

allocated as planed by  

HCWW, SHAPWASCO, 

GHAPWASCO, and 

MCWW

2-1 Survey the current conditions of water supply facilities in Gharbia and Minufia Governorates 

2-2 Select 3 model facilities in Gharbia and Minufia Governorates each 

2-3 Organize SOP teams 

2-4 Conduct training for developing and applying SOPs at the facilities of Sharkiya Governorate 

2-5 Revise SOPs of Sharkiya Governorate, if necessary 

2-6 Develop SOPs for model facilities in Gharbia and Minufia Governorates based on SOPs for SHAPWASCO 

2-7 Conduct On-the-Job Training for GHAPWASCO and MCWW to apply SOPs in operation and maintenance 

2-8 Monitor the progress of SOP activities 

2-9 Draft the policy/plan for disseminating SOP to the other Marakazes 

3-1 Analyze the current situation on NRW in Gharbia and Minufia Governorates 

3-2 Select 3 model areas for NRW reduction in Gharbia and Minufia Governorates each 

3-3 Organize NRW reduction teams 

3-4 Formulate an action plan for NRW reduction activities based on the action plan for SHAPWASCO 

3-5 Conduct training on general practice of NRW reduction 

3-6 Conduct training at the training yard in Sharkiya Governorate 

3-7 Conduct training at model areas for water distribution management in Sharkiya Governorate 

3-8 Prepare GIS drawing for model areas in Gharbia and Minufia Governorates 

3-9 Make water balance analysis at model areas 

3-10 Conduct leakage detection survey at model areas 

3-11 Make water balance analysis after repair works 

3-12 Draft policy/plan for disseminating NRW reduction activities to the other Marakazes 

4-1 Discuss methods and conduct survey for water distribution management 

4-2 Conduct training for water distribution management 

4-3 Formulate a plan for water distribution management 

4-4 Install the equipment for water distribution management at the model area 

4-5 Operate the system 

4-6 Develop SOP for water distribution management 

4-7 Evaluate the operation and SOP for water distribution management 

Pre-condition

Budget for HRD is 

allocated properly to 

SHAPWASCO, 

GHAPWASCO and 

MCWW by HCWW 

0-1 Establish Steering Committee, consisting of representative of HCWW, SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW 

0-2 Discuss the contents, the manners for the cooperation among SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW through the Steering Committee

0-3 Organize JCC at least once a year 

0-4 Finalize the Indicators of the Project Design Matrix (PDM) for approval of the first Joint Coordination Committee (JCC) 

0-5 Prepare a draft Annual Plan of Operations (APO) based on the Plan of Operations (PO) for approval of the first JCC 

0-6 Monitor the progress of PO/APO and achievement of the Indicators of the PDM 
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 The Project for Improvement of Management Capacity of Operation and Maintenance for Water Supply Facilities in Nile Delta Area Annex-3

Plan of Operation (PO-3) 30 October 2013

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 Japan Egypt

1-1.
Conduct management training for the top

management
HC, SH, G,M  Training in Japan

1-2.
Conduct Training of Trainers (TOT) for developing

SOP
SH, G,M

JICA Experts

Local Exerts

 Training in Japan

1-3. Conduct TOT for NRW reduction SH, G,M

JICA Experts

Local Experts

 Training in Japan

1-4.

Disseminate the contents, the manners and the

results of the collaboration among SHAPWASCO,

GHAPWASCO and MCWW to the water supply

companies in Nile Delta Area through reports and

workshops

HC, SH, G,M JICA Experts

2-1.
Survey the current conditions of water supply

facilities in Gharbia and Minufia Governorates
G,M JICA Experts SH

2-2.
Select 3 model facilities in Gharbia and Minufia

Governorates each
G,M JICA Experts SH

2-3. Organize SOP teams G,M JICA Experts SH

2-4.
Conduct training for developing and applying

SOPs at the facilities of Sharkiya Governorate
G,M JICA Experts SH

2-5.
Revise SOPs of Sharkiya Governorate, if

necessary
G,M JICA Experts SH

2-6.

Develop SOPs for model facilities in Gharbia and

Minufia Governorates based on SOPs for

SHAPWASCO

G,M JICA Experts SH

2-7.

Conduct On-the-Job Training for GHAPWASCO

and MCWW to apply SOPs in operation and

maintenance

G,M JICA Experts SH

2-8. Monitor the progress of SOP activities G,M JICA Experts SH

2-9.
Draft the policy/plan for disseminating SOP to the

other Marakazes
G,M JICA Experts SH

3-1.
Analyze the current situation on NRW in Gharbia

and Minufia Governorates
G,M JICA Experts SH

3-2.
Select 3 model areas in Gharbia and Minufia

Governorates each
G,M JICA Experts SH

3-3. Organize NRW reduction teams G,M JICA Experts SH

3-4.

Formulate an action plan for NRW reduction

activities based on the action plan for

SHAPWASCO

G,M JICA Experts SH

3-5.
Conduct training on general practice of NRW

reduction
G,M JICA Experts SH

3-6.
Conduct training at the training yard in Sharkiya

Governorate
G,M

JICA Experts

 Training in Japan
SH

3-7.
Conduct training at model areas for water

distribution management in Sharkiya Governorate
G,M JICA Experts SH

3-8.
Prepare GIS drawing for model areas in Gharbia

and Minufia Governorates
G,M JICA Experts SH

3-9. Make water balance analysis at model areas G,M JICA Experts SH

3-10. Conduct leakage detection survey at model areas G,M JICA Experts SH

3-11. Make water balance analysis after repair works G,M JICA Experts SH

3-12.
Draft policy/plan for disseminating NRW reduction

activities to the other Marakazes
G,M JICA Experts SH

4-1.
Discuss methods and conduct survey for water

distribution management
SH JICA Experts

4-2.
Conduct training for water distribution

management
SH

JICA Experts

 Training in Japan

4-3.
Formulate a plan for water distribution

management
SH JICA Experts

4-4.
Install the equipment for water distribution

management at the model area
SH JICA Experts

4-5. Operate the system SH JICA Experts

4-6. Develop SOP for water distribution management SH JICA Experts

4-7.
Evaluate the operation and SOP for water

distribution management
SH JICA Experts

0-1.

Establish Steering Committee, consisting of

representative of HCWW, SHAPWASCO,

GHAPWASCO and MCWW

HC, SH, G, M JICA Experts

0-2.
Coordinate among SHAPWASCO, GHAPWASCO

and MCWW through the Steering Committee
HC, SH, G, M JICA Experts

0-3.
Organize the Joint Coordination Committee (JCC)

meeting at least once a year
HC, SH, G, M JICA Experts

0-4.
Finalize the Indicators of the Project Design Matrix

(PDM) for approval of the first JCC
HC, SH, G, M JICA Experts

0-5.

Draft Annual Plan of Operations (APO) based on

the Plan of Operations (PO) for approval of the

JCC

HC, SH, G, M JICA Experts

0-6.
Monitor the progress of PO/APO and achievement

of the Indicators of the PDM
HC, SH, G, M JICA Experts

 Mid-Term Review

 Final Evaluation

3. The institutional skills and experiences of SHAPWASCO for NRW reduction are transferred to NRW teams at the model areas in Gharbia and Minufia Governorates

4. The water distribution management capacity is improved in Sharkiya governorate as an advanced model

 0. The project is managed and coordinated properly

Year3
Person in

Charge

Major Input

1.  Human Resource Development through collaboration among water supply companies in Sharkiya, Gharbia and Minufia Governorates in strengthened

Remarks

2. Based on the experiences of SHAPWASCO, SOPs are development and utilized at the model facilities in Gharbia and Minufia Governorates

Year 1: Mainly for SH

Year 3: Mainly for G, M

Year1 Year2 Year3

Items
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Attachment -2 

1

The Project for Improvement of Management Capacity of 

Operation and Maintenance for Water Supply Facilities in Nile Delta

Discussion Papers for the 6th Steering Committee (20 June 2013) 

1. Progress and issues until the end of May 2013. 

1-1 SOP

The following activities are now undertaken. 

(1) GHAPWASCO 

a) El Melahia WTP 

� Improvement of the settlement efficiency in sedimentation tanks  

(Improvement of Alum consumption and effective utilization ratio) 

� Improvement of filtration efficiency in sand filters 

(Effective utilization ratio) 

� Review of chlorine dosing amount 

(Improvement of chlorine consumption) 

b) Mahalet Marhoom IMRP 

� Improvement of Effective Utilization Ratio 

(2) MCWW

a) El Sadat WTP 

� Activation of Drain Recirculation System 

b) Gezy IMRP 

� Activation of Drain Recirculation System 

(3) Expansion to other facilities 

GHAPWASCO 

a) Samanod WTP 

� Site survey is completed. 

� P&ID (under progress). 

� Preparation of rehabilitation work. 

b) Kasr Baghdad IMRP 

� Site survey is completed. 

� P&ID (under progress). 

MCWW 

a) Shebeen El Kom Gadeeda SWTP 

� As-Built Drawing is managed as P&ID. 

� Rehabilitation work, which includes the calibration of instrumentation devices, is completed. 

� Draft SOPs were read through C/Ps. 
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� Revised daily/monthly reporting formats have been provided. 

b) Kafr El Batanon IMRP 

� As-Built Drawing is managed as P&ID. 

� Rehabilitation work, which includes the calibration of instrumentation devices, is completed. 

� Improvement activity of water treatment efficiency will be applied soon, along with the provision 

of draft SOPs and daily/monthly reporting formats. 

c) Other Facility 

� Expansion work in Tala SWTP and Toukh Tanbesha IMRP will be started later.  

1-2 NRW 

(1) Result of reduction rate for the model areas 

Following table is a result of NRW reduction rate for the model areas. 

NRW ratio

(before)

Target reduction

rate

Target NRW

ratio

NRW ratio

(after)

Actual reduction

rate

Number of

leakage repair
Notes

GHAPWASCO

Tanta 40.1% 30.0% 28.0% 24.7% 38.4% 4

El Mahala El

Kobra
27.1% 25.0% 20.3% 22.0% 18.8% 2

Zefta 21.2% 25.0% 15.9% 21.0% 0.9% 1
Leak was

small at valve

MCWW

Shebeen 19.6% 25.0% 14.7% 16.5% 16.0% 1

Quesna 29.8% 25.0% 22.3% 22.5% 24.5% 3

Barket El Sab'a 27.1% 25.0% 20.3% 20.2% 25.6% 4

(2) Expansion activity to other Markaz 

GHAPWASCO 

a) The headquarters selected staff-members for leak survey at each branch office and provided acoustic 

rods to them.  Training for branch staffs has been conducted by C/P of the headquarters.  Branch 

staffs have been continuing leak survey and several branches have been activated for leak detection 

survey by control of the headquarters. 

b) JET and C/P team has discussed future plan/expansion plan to other Markaz.  The team will make 

draft plan in July through workshop with all branches. 

MCWW 

a) C/P and current NRW department has cooperated their activities each other. 

b) The headquarters selected staff-members for leak survey at each branch office and provided acoustic 

rods to them.  Training for branch staffs has been conducted by C/P of the headquarters and NRW 

department. 
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c) Branch staffs will prepare action plan for leakage survey and discuss it with C/P and NRW 

department. 

d) In parallel, JET and C/P team has discussed future plan/expansion plan to other Markaz.  The team 

will make draft plan in July. 

(3) Expansion activity to other Governorates 

GHAPWASCO has contacted several governorates and shared information of NRW reduction activities.  

JET recommends that HCWW support extension activities to other governorates.  

1-3 WDM

(1) Equipment Procured by JICA 

The planned equipment has been delivered to Zagazig in the end of April 2013.  SHAPWASCO started the 

installation thereafter.  However, some defects are found on the equipment as described in Clause-5.  The 

equipment has not yet commenced for service.  The equipment is installed at the planned sites except the 

following: 

� 1 telemeter for Well-8, which is defective one. 

� 1 data indicator (whose shape is same as telemeter) for WTP pressure. 

(2) Equipment / Facilities / Undertakings of SHAPWASCO 

Through SHAPWASCO efforts, the works are approaching the completion. 

No. Item Situation 

1 Cable connection for the exiting flow 

meters and reservoir level meter. 

Flow meters for old plant are connected.  2 flow meters and 1 

level meter are not connected.  It is expected to be finished soon. 

2 Monitoring Room Although under construction, a room for JICA equipment is 

finished in enough level for equipment installation. 

3 Analogue pressure gauges for 17 well 

stations 

Finished. 

4 Contract with a telephone company Finished. 

5 Electric power feeders 20 of 24 sites are finished.  The remaining is expected to be 

finished soon. 

(3) Data Collecting Activities 

Data acquisition has been started for well pressures.  JET is now waiting for the 1st report for confirmation.  

Since outlet pressure and raw/treated water flows are connected to the central monitoring system for old plant 

of WTP, the 3 data are now automatically acquired. 

Attachment -2 

4

2. Equipment to be procured by JET 

JICA decided to procure 4 additional leak detectors for GHAPWASCO and MCWW.  They have been 

already delivered to Cairo.  HCWW is now undertaking the custom clearance.  They are expected to be 

arrived at HCWW on 26-June 2013.  Thereafter, 2 sets are allocated to each of GHAPWASCO and MCWW. 

3. APO and Major Activities to be conducted for Phase-3 

3-1 APO 

JET proposes the APO for Phase-3 as attached. 

3-2 Terminal Evaluation 

JICA is planning to have the terminal evaluation in November 2013.  Similar process will be taken as the 

mid-term review. 

3-3 Open seminars 

For the occasion of the terminal evaluation, JET proposes an open seminar to be held in November 2013.  

Additionally, JET requests HCWW to organize another open seminar (ending seminar) by its initiatives.  It is 

expected for the ending seminar to invite wider participants from different organizations such as Ministry of 

Irrigation and Water Resources. 

4. Target of PIs to be authorized 

4-1 Data acquired until the end of May 2013 

(1) GHAPWASCO 

a) El Melahia SWTP 

Provisional Target of PIs in El Melahia SWTP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Liquid Aluminum 

Sulfate (g/m3)

Target Setting 90.0 8.00 35.00 0.35 

Improvement in El Melahia SWTP 

Month 

Effective 

utilization Ratio of 

Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)
Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Liquid Aluminum 

Sulfate (g/m3)

Dec 2012 85.0 8.87 38.45 0.39 

Jan 2013 85.3 8.11 39.47 0.38 

Feb 2013 84.1 8.19 38.14 0.40 
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Mar 2013 82.7 9.09 37.00 0.39 

Apr 2013 80.6 8.76 42.56 0.37 

May 2013 83.2 8.53 39.08 0.38 

b) Mahalet Marhoom IMRP 

Provisional Target of PIs in Mahalet Marhoom IMRP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Calcium 

Hypochlorite 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Target Setting 85.0 6.00 2.00 0.60 

Improvement in Mahalet Marhoom IMRP 

Month 

Effective 

utilization Ratio of 

Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Calcium 

Hypochlorite 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Dec 2012 N/A 7.05 3.04 0.76 

Jan 2013 N/A 6.59 2.38 0.66 

Feb 2013 N/A 7.42 2.12 0.60 

Mar 2013 86.7 4.29 2.15 0.68 

Apr 2013 89.8 5.63 2.05 0.64 

May 2013 94.3 4.92 1.79 0.54 

Note) Data for effective utilization ratio is reference value due to the inaccuracy of flow meter reading.

(2) MCWW

a) El Sadat SWTP 

Provisional Target of PIs in El Sadat SWTP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Aluminum Sulfate 

(g/m3)   

Target Setting 92.0 6.50 18.0 0.36 

Improvement in El Sadat SWTP 

Month 

Effective 

utilization Ratio of 

Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Aluminum Sulfate 

(g/m3)   

Sep 2012 88.0 9.20 26.0 0.45 

Oct 2012 90.0 8.50 24.0 0.42 

Nov 2012 90.0 7.50 22.0 042 

Dec 2012 88.6 6.56 22.6 0.36 

Feb 2013 90.41 6.41 20.0 0.41 

Mar 2013 92.46 6.02 16.0 0.41 

Apr 2013 91.2 6.00 18.0 0.39 

May 2013 91.0 6.20 18.0 0.38 

Note) Due to the inaccuracy of flow meter and suspension of water treatment system, it was impossible to obtain the 

data in January 2013. 
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b) Gezy IMRP 

Provisional Target of PIs in Gezy IMRP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Target Setting 92.0 6.00 1.0 0.50 

Improvement in Gezy IMRP 

Month 

Effective 

utilization Ratio of 

Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Sep 2012 84.0 3.50 2.0 0.80 

Oct 2012 84.8 4.03 1.61 0.81 

Nov 2012 86.3 6.40 1.07 0.80 

Dec 2012 88.5 6.00 0.91 0.80 

Jan 2013 91.2 6.30 1.09 0.76 

Feb 2013 91.5 6.80 1.17 0.797 

Mar 2013 91.6 6.80 1.08 0.80 

Apr 2013 91.0 7.00 1.10 0.81 

May 2013 91.0 6.50 0.96 0.79 

4-2 Recommendation for target values of PIs 

For Mahalet Marhoom IMRP of GHAPWASCO, the data collection has been undertaken for both inlet and 

outlet water flows since the beginning of March 2013.  According to the data, the target is recommended to 

be modified. 

Recommended Target for Effective Utilization Ratio 

in Mahalet MArhoom IMRP 

Effective Utilization Ratio 

Before examination After examination 

85 % 96 % 

In Gezy IMRP of MCWW, it will be hard to achieve a balance between potassium permanganate and chlorine 

consumption for the provisional target.  JET and C/P team recommend the modification of chlorine target 

from 6.0 to 6.5 g/m3.  Even if modifying the target, annual cost reduction is expected for LE13,400 / year. 

Recommended Target for Chlorine Consumption 

in Gezy IMRP 

Unit consumption of Chlorine 

Before examination After examination 

6 g/m3 6.5 g/m3
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Accordingly, the target PIs are proposed as follows; 

Target of PIs in El Melahia SWTP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Liquid Aluminum 

Sulfate (g/m3)

Target Setting 90.0 8.00 35.00 0.35 

Target of PIs in Mahalet Marhoom IMRP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Calcium 

Hypochlorite 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Target Setting 96.0 6.00 2.00 0.60 

Target of PIs in El Sadat SWTP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Liquid Aluminum 

Sulfate (g/m3)

Target Setting 92.0 6.50 18.0 0.36 

Target of PIs in Gezy IMRP 

Effective 

utilization Ratio 

of Water (%) 

Unit consumption of Chemicals 
Energy

Consumption 

(kWh/m3)

Gaseous Chlorine 

(g/m3)

Potassium 

Permanganate 

(g/m3)   

Target Setting 92.0 6.50 1.0 0.50 

5. Repairs of Equipment and Modifications of Software settings 

5-1 Defects 

Following defects are found on the delivered equipment.  Details are under discussion among HCWW, 

SHAPWASCO, JET and equipment provider (Yokogawa). 
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No. Equipment Condition Yokogawa Plan 

1. Telemeter (In-door type) Name Plate for W-8 is written as 

"W-7".  Necessary to correct for 

"W-8". 

The new plate was prepared. It will 

be fixed at site. It will be done with 

repair of item 2.  

2. Telemeter (In-door type) One of the 17 units is not good for 

assembly.  Necessary for 

re-assembling. 

Repairing materials are prepared.  

It is now under preparation for 

export. It is expected the beginning 

of July for arrival at Cairo. Repair 

will be done in Zagazig, expected in 

the middle of July. 

3. Telemeter (Both type for In-door 

and Out-door) in general 

Even if recovered from black-out, 

communication between RTU and 

communication module is not 

recovered automatically. 

Program to be installed in RTU is 

prepared. It is expected to start the 

work in the end of June. The work 

will be in Zagazig. 

4. Central Monitoring System When the negative direction of flow is 

detected, "error" is indicated. 

Modification on the soft setting will 

be finished in the beginning of July. 

Delivery and re-installation will be 

in the middle of July. 

5. Central Monitoring System Summary sheet for A4 area on total 

flows (in-coming, out-going, well 

production) is not prepared to be 

indicated / printed-out. 

Same as item 4. 

Further troubles are found in June 2013, which are suspected to be defects on the software setting (including 

database connection).  Yokogawa Egypt inspected the suspicious points on 19-Jun.  Yokogawa is now 

studying the points for confirmation.  Plan of solutions will be presented later. 

5-2 Request of SHAPWASCO for further training 

WDM team became possible for usual monitoring operation through the initial training provided by 

Yokogawa (financed by JICA).  However, modification of software setting is not easy and not included in the 

training.  According to Yokogawa Egypt, special trainings are necessary for around 2 weeks in Cairo, to 

modify settings of screen, database, reports, etc.  SHAPWASCO requests JET to provide such trainings for 

future expansions and modifications of monitoring system.  JET started discussion with JICA for the matter. 

5-3 JET Recommendation 

It is common to have a support contact between users and equipment providers for monitoring system.  JET 

recommends strongly SHAPWASCO to have a contract with Yokogawa Egypt for periodical maintenance of 

system and Q&A for usage. 
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Output0

0-2.

0-3.

0-5.

0-6.

Output1:

1-2.

1-2-1.
OJT through SOP activity

1-2-2.

1-3.

1-3-1.
OJT through NRW activity

1-3-2.

1-4.

1-4-1.

1-4-2.

1-4-3.

Seminar for Presentation Skills

Conduct Training of Trainers (TOT) for developing SOP

Seminars / workshops to be conducted by SHAPWASCO

Training on water leakage survey and water leakage detection equipments at the training yard in

Sharkiya Governorate

<Equipment Plan>

<Training in Japan>

Equipment Procurement (JICA)

OJT for training

Conduct TOT for NRW reduction

Attachment-3   Phase-3: Annual Plan of Operation (General Activity)

2013 2014

Phase-3Items

Organize the Joint Coordinating Committee (JCC) meeting at least once a year

OJT for training

Seminar for Presentation Skills

 The project is managed and coordinated properly

Coordinate among SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW through the Steering Committee

Disseminate the contents, the manners and the results of the collaboration among SHAPWASCO,

GHAPWASCO and MCWW to the water supply companies in Nile Delta Area through reports

and workshops

Equipment Procurement (JICA Expert)

Open seminars

Draft Annual Plan of Operations (APO) based on the Plan of Operations (PO) for approval of the

JCC

Monitor the progress of PO/APO and achievement of the Indicators of the PDM

Human Resource Development through coordination among water supply companies in

Sharkiya, Gharbia and Minufia Governorates is strengthened

Delivery (WDM)

for GHAPWASCO, MCWW

NRW

SOPSOP WDM

Procurement (NRW)

Transport

Delivery

for GHAPWASCO, MCWW

NRW

SOP

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Action-1

Action-2

Action-3

Action-4

Action-5

Action-6

6-1

6-2

6-3

6-4

6-5

6-6

Action-7

7-1

Action-8

8-1

Action-9

9-1

9-2

9-3

Survey the current conditions of water supply facilities in Gharbia and Minufia Governorates

Organize SOP teams

Conduct training for developing and applying SOPs at the facilities of Sharkiya Governorate

SOP Expansion to new model facilities for GHAPWASCO and MCWW

Attachment-3   Phase-3: Annual Plan of Operation (Development of SOP)

Items

2014

Phase-3

2013

Preparation of the draft policy/plan of SOP activity for whole governorate

Revise SOPs of Sharkiya Governorate, if necessary

Develop SOPs for model facilities in Gharbia and Minufia Governorates based on SOPs for

SHAPWASCO

Monitoring of activity condition on On-the-Job Training

Preparation of draft SOPs for O&M with site training

Examination of water quality management

Examination for the site condition (C/P organization control, Cooperative framework of trainer etc.)

Compiling of long-term SOP activity target

Draft the policy/plan for disseminating SOP to the other Marakazes

Preparation of basic system drawings (P&ID, Single line diagram)

Preparation of unified forms of O&M records and reports

Monitor the progress of SOP activities

Based on the experiences of SHAPWSCO, SOPs are developed and utilized  at the model facilities in

Gharbia and Minufia Governorates

Finalization of SOPs

Conduct On-the-Job Training for GHAPWASCO and MCWW to apply SOPs in operation and

maintenance

Select 3 model facilities in Gharbia and Minufia Governorates each

Applying SOP for On-the-Job Training
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Action-1

Action-2

Action-3

Action-4

Action-5

Action-6

6-1

Action 7

Action-8

Action-9

9-1

9-2

9-3

9-4

9-5

9-6

Action 10

10-1

10-2

10-3

Action 11

11-1

11-2

Action 12

12-1

12-2

12-3

Making water balance analysis after repair works and evaluation

Conducting Water flow measurement

Measuring metering error for working and waste in the house

Conducting Minimum Night Flow (MNF) survey for candidate pilot area

Determining pilot project area for each model area (Markaz)

Conduct leakage detection survey at model areas

Make water balance analysis after repair works

Conducting Water flow measurement

Conduct leakage detection survey at model areas

Improvement of water meter condition

Analyze the current situation on NRW in Gharbia and Minufia Governorates

Select 3 model areas in Gharbia and Minufia Governorate each

Organize NRW reduction teams

Formulate an action plan for NRW reduction activities based on the action plan for SHAPWASCO

Repairing leaking parts

Training on water leakage survey and water leakage detection equipment at the training yard in

Sharkiya Governorate

Conduct training at the training yard in Sharkiya Governorate

Making Water balance analysis before repair works

Making field survey of distribution network

Conduct training on general practice of NRW reduction

Make water balance analysis at model areas

Conduct training at model areas for water distribution management in Sharkiya Governorate

Prepare GIS drawing for model areas in Gharbia and Minufia Governorates

Making draft policy/plan for dissemnating NRW reduction activity to other Markaz

Items

NRW reduction activity in other Markaz on draft policy/plan

Attachment-3   Phase-3: Annual Plan of Operation (NRW Reduction)

The institutional skills and experiences of SHAPWASCO for NRW reduction are transferred to NRW

teams at the model areas in Gharbia and Minufia Governorates

Draft policy/plan for disseminating NRW reduction activities to the other Marakazes

2013

Phase-3

Leak Detection Activity in other Markaz

2014

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Action-4

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

Action-5

5-1

5-1-1

5-1-2

5-1-3

5-2

5-2-1

5-2-2

5-3

5-4

5-4-1

5-4-2

5-4-3

5-4-4

5-4-5

5-4-6

Action-6

Action-7

7-1

7-2

Number of Complaints

Data Analysis

Input Operation Data of Wells

Integration of Data for Production and Distribution

Preparation for space for monitoring room

Preparation for communicating system

Operation of Distribution Pump in WTP according to data

Operate the system

Interview Survey

Proposal for Improvement Plan for Water Supply System

Develop SOP for water distribution management

Evaluate the operation and SOP for water distribution management

Efficiency and Effectiveness Evaluation

Installation of the equipment

Demand Fluctuation

Low Service Pressure

Attachment-3   Phase-3: Annual Plan of Operation (Distribution Management for SHAPWASCO)

2013 2014

Phase-3

Chamber construction by SHAPWASCO

Items

Install the equipment for water distribution management at the model area

Well operation

Recording Outlet Pressure at 1hour interval

Trial Operation according to the Outlet Pressure

Identification of Appropriate Pressure for Switch On/OFF

The water distribution management capacity is improved in Sharkiya Governorate as an advanced model

JICA procedures for equipment procurement

Flow / Pressure Monitoring through Telemetry

Baseline Data Collection under usual Operation

Monitoring Flow/Pressure while Trial Operation of WTP and wells
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(1)  GHAPWASCO 
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(2)  MCWW 
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MCWW MM-PTM1-5 (2/4) 
 
1. General 

Expert team reported general topics. 

 About C/P tasks during the stop of JICA project office, C/P shall be continues working on 

schedule. 

1-1. Schedule of Japanese Expert 

The JET reported the schedule of Japanese experts as follows; 

- Mr. Mitsuhito Omori           : Arrival on 12th and Departure on 25th December 2011 

- Mr. Nobuyuki Iijima    : Departure 25th December 2011 

1-2. Equipment  

The situation of equipment as follows. 

 Equipment’s are still in MCWW's main stores and JET need it to be transferred to 

Shebeen project office store. 

 Heads of C/P will handle this matter instead of Mr. Samir soon.  C/P will consider to 

establish the shelves in the project office store. 

 JET purchased and handed over two generators to MCWW. 

1-2. C/P training in Japan 

C/P training in Japan was finished last week.  JICA expert requested to two C/Ps in Japan to have 

small meeting or presentation in Egypt for reporting to other C/P Two C/Ps.  C/P team shall arrange to 

have a meeting/presentation after coming back t of two C/P to Egypt.  

2. SOP activity 

C/P team reported the following. 

2-1. Progress 

1) SOP for water treatment facility 

 C/P activities 

 3 survey had been done to Elsadat SWTP and Gezai,Shimyatis IMRF for revising the 

requirements of rehabilitation for SOP according to the time schedule with agreement of Mr. 

Abulkhair.  

 Activities with JET. 

 A visit was done with Dr. Ahmed El Baz for some parts of the Elsadat SWTP, and some 

specifications of the equipment were set with the C/P team, and requirements of 

rehabilitation will be handed to the company for tendering and procurement of the required 

items. 

 Work shop. 

 C/P attends SOP workshop in GHAPWASCO, for the importance of P&ID, and how to select 

the C/P team in the stations. 

 Checking model facilities by SHAPWASCO. 

 Mr. Abdel Shafi (SOP team leader for SHAPWASCO) joined for visits in Elsadat SWTP and 

Gezaii, Shimyatis IMRF, to be familiar with the model facilities for SOP activities. 

 Preparing the block flow diagram and P&ID of all facilities. 

MCWW MM-PTM1-5 (3/4) 
 

 A part of Elsadat has been finished, and Gezaii will be (revised), and Shimyatis will be 

(drawn). 

 selecting the C/P 

 28 members were selected to be C/P team in the 3 model facilities. 

2) Water Quality Management 

 A meeting was held with Mr. Umeki to explain the purpose of WQM and specified the activities 

as follows: 

 SOP will be applied in the laboratory of the chosen model facility (Elsadat SWTP), and it will 

start during the second phase of the project. 

 Sharing the information and experience between the 3 AC’s through Work-shops. 

 Conducting site survey using the WQM questionnaire for customer complains.   

 Attended WQM workshop in GHAPWASCO, 

 presented by Dr. Sayed (manager of Zagazig WTP) and Dr. Hamdy (General manager of 

Central laboratory of GHAPWASCO) 

 Excel sheet was submitted to C/P.  

 A program was done by Mr. Umeki, and handed to C/P team, and data entry is carried out 

by them, C/P did the sample survey for 13 area spot and 109 costumer claim survey. 

 Additional members for SOP.  

 2 new members were added to WQM activity.(Dr. Eman as chemist and Eng. Mostafa Lotfy 

as GIS) 

3) Wells monitoring 

 Selecting the facilities where the water level meters will install. 

 3 facilities were chosen for installing the water level meter (Kafr Elhama No.1 in 

Ashumon), (Zaweyat Elnaora No.2 in El Shohada), and (Bgrym No.3 in Quesa). 

 Selecting the model facility for SOP. 

 5 well facilities were selected for implementing SOP (Shubra bas, El May old, Dekma, 

Kom Akhbar and Kfr El Batunoun. 

 After detailed survey 1 facility were chosen for implementing SOP (Dakma in 

Shebeen). 

2-2. Issues 

 C/P team is trying to use other pickup for the Project as JICA pickup is not enough for covering 

the project activities. 

 Since the level meter was captured in the borehole. The cause is thought to be that an electric 

cable of submergible pump was twined around the sensor. Therefore, level meter couldn’t be 

installed.  Solution was discussed in the PTM and C/P will try to solve it as soon as possible.  

2-3. Future plan 

 Drawing P&ID  

 A part of Elsadat has been finished, and Gezaii will be revised, and Shimyatis will be drawn. 

MCWW MM-PTM1-5 (4/4) 
 

 Follow up with the rehabilitation of SOP for 3 facilities. 

 Tender for Rehabilitation works will use 2 ways, One is calibration and 2nd is purchasing & 

installing. Now the tender doc singed by chairman and ready to be contracted by some 

contractors. 

 The remaining level sensors for well monitoring will be installed by using 1.5-3 Inch PVC pipe in 

the Wells. 

 The C/P will install 2 level sensors to F.M in DAKMA on each Well until Aug,2012.  

 The C/P will collect general information/manual/regulation etc. regarding operation and 

management of well station/staff of well station, furthermore a well inventory and information of 

actual daily operation and maintenance activities of Dekma well station will be prepared until 

the end of April 2012.  

3. NRW activity 

C/P team reports the following.

3-1. Progress 

Choosing the areas for NRW activity and exact locations for the chambers have been done. 

2 contractors has been purchased the tender but not yet decided. 

2 additional members were added to NRW team (Mr. A.Elshony GIS and Mr. A.Shalaby Hyd). 

3-2. Issues 

There is no issues reported 

3-3. Future plan 

 Completing the champers construction as soon.  

 Continues preparing the GIS maps for the chosen areas and correcting the mistakes in the 

maps almost finished. 

 Transferring JICA equipment’s to Shebeen store before 2nd PH starting. 

___________________________________________________________________ (End of MOM) 
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